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堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
（
２
）

｜
「
政
治
と
文
学
」

水

溜

真

由

美

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、「
堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
（
１
）
｜

第
三
世
界
と
の
出

１
）

会
い
」
の
続
編
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

作
家
会
議
と
は
、
一
九
五
五
年
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
直
後
に
結
成
さ
れ
た
反
帝
国
主
義
・
反
植
民
地
主
義
の
立
場
に
立
つ
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
第
三
世
界
）
の
作
家
に
よ
る
交
流
・
連
帯
の
た
め
の
組
織
で

２
）

あ
る
。
堀
田
善
衞
は
一
九
五
六
年
一
二
月
に
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
を
皮
切
り
に
数
十
年
間
に
渡
っ
て
こ
の
運
動
に
深
く
関
わ
っ
た
。
前
稿
で
は
、
堀
田
と

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
と
の
関
わ
り
を
、
主
と
し
て
堀
田
が
第
三
世
界
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
た
。

本
稿
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
政
治
と
文
学
」
と
い
う
問
題
を
軸
に
検
討
し
た
い
。
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ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
は
文
学
運
動
で
あ
り
つ
つ
も
政
治
運
動
と
し
て
の
性
格
を
強
く
備
え
て
お
り
、
会
の
設
立
、
運
営
に
は

国
や
政
治
組
織
が
深
く
関
わ
っ
た
。
ま
た
、
当
時
の
第
三
世
界
で
は
文
化
人
が
政
治
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ

の
一
つ
の
帰
結
と
い
う
べ
き
か
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
は
第
三
世
界
内
部
の
政
治
に
翻
弄
さ
れ
、
わ
け
て
も
六
〇
年
代
に
深
刻

化
し
た
中
ソ
対
立
は
会
の
分
裂
を
も
た
ら
し
た
。

設
立
当
初
か
ら
会
の
運
営
に
深
く
関
わ
っ
た
堀
田
は
諸
国
間
の
調
整
役
と
し
て
多
大
な
苦
労
を
し
た
。
文
学
運
動
で
あ
り
つ
つ
も
政
治

に
傾
斜
し
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
に
お
い
て
堀
田
が
直
面
し
た
問
題
は
、
敗
戦
後
ま
も
な
い
時
期
に
「
政
治
と
文
学
」
論
争
の

中
で
提
起
さ
れ
た
問
題
と
重
な
る
。「
政
治
と
文
学
」論
争
と
は
、『
近
代
文
学
』の
同
人
で
あ
る
荒
正
人
、
平
野
謙
ら
と
、『
新
日
本
文
学
』

の
発
起
人
で
戦
前
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
中
核
的
な
担
い
手
だ
っ
た
中
野
重
治
ら
と
の
間
で
戦
わ
さ
れ
た
論
争
で
あ
り
、
か
つ
て
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
を
批
判
的
に
問
い
直
す
意
味
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
論
争
の
中
で
、『
近
代
文
学
』
派
は
、「
政
治
」
と
「
文

学
」
の
関
わ
り
や
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
な
「
政
治
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
原
理
的
な
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

堀
田
は
戦
後
派
作
家
の
一
人
で
あ
る
が
、
や
や
若
く
（
一
九
一
八
年
生
ま
れ
）、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
に
コ
ミ
ッ
ト
す

る
以
前
に
左
翼
運
動
に
参
加
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
堀
田
は
『
近
代
文
学
』
の
同
人
で
も
新
日
本
文
学
会
の
会
員
で
も
な

か
っ
た
上
、「
政
治
と
文
学
」
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た
当
時
は
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
。
堀
田
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動

に
お
い
て
初
め
て
「
政
治
と
文
学
」
の
問
題
に
直
面
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
戦
中
・
戦
後
の
中
国
に
お
い
て
抗
日
戦
争
や
国
共

内
戦
を
目
の
当
た
り
に
し
た
堀
田
に
と
っ
て
、
第
三
世
界
の
解
放
運
動
に
伴
う
様
々
な
困
難
や
矛
盾
は
既
知
の
事
柄
で
も
あ
っ
た
。

先
述
の
通
り
、
本
稿
で
は
、
堀
田
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
へ
の
関
わ
り
を
「
政
治
と
文
学
」
の
問
題
を
軸
に
検
討
す
る
が
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
に
最
大
の
困
難
を
持
ち
こ
ん
だ
「
政
治
的
」
要
因
は
中
ソ
対
立
だ
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作

堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
（
２
）
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家
会
議
は
中
ソ
対
立
に
よ
っ
て
一
九
六
六
年
に
分
裂
し
、
日
本
の
国
内
組
織
だ
っ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
日
本
協
議
会
も
一
九

六
七
年
に
分
裂
し
た
。
第
二
章
で
は
、
堀
田
が
中
ソ
対
立
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
、
ま
た
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
と
日

本
協
議
会
に
中
ソ
対
立
が
持
ち
込
ま
れ
分
裂
に
至
る
過
程
で
堀
田
が
こ
の
問
題
を
ど
う
捉
え
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
た
の
か
に
つ

い
て
考
察
し
た
い
。

中
ソ
対
立
の
ほ
か
に
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
に
影
を
落
と
し
た
「
政
治
的
」
な
出
来
事
と
し
て
一
九
六
八
年
の
チ
ェ
コ
事
件
が

あ
る
。
一
九
六
八
年
八
月
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
は
ソ
連
を
主
力
と
す
る
五
ヶ
国
軍
を
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
派
遣
し
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
民
主
化
運
動
（「
プ
ラ
ハ
の
春
」）
を
弾
圧
し
た
。
中
ソ
対
立
と
異
な
り
、
チ
ェ
コ
事
件
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議

の
運
動
に
さ
ほ
ど
大
き
な
影
響
を
与
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、チ
ェ
コ
事
件
の
た
だ
中
で
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
出
席
し
た
堀
田
は
、チ
ェ

コ
事
件
を
め
ぐ
る
会
の
姿
勢
を
文
学
運
動
に
課
せ
ら
れ
た
一
種
の
試
金
石
と
し
て
捉
え
た
。
第
三
章
で
は
、
主
と
し
て
「
小
国
の
運
命
・

大
国
の

３
）

運
命
」
に
依
拠
し
な
が
ら
、
一
〇
周
年
記
念
集
会
を
め
ぐ
る
堀
田
の
考
察
と
こ
の
記
念
集
会
の
中
で
堀
田
が
示
し
た
抵
抗
の
姿
勢

に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

一
〇
周
年
記
念
集
会
の
後
、
堀
田
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
訪
問
し
た
。
堀
田
は
、
そ
の
体
験
を
「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」

に
ま
と
め
た
が
、「
大
国
」
対
「
小
国
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
を
提
示
し
な
が
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
民
主
化
運
動
で
あ
る
「
プ
ラ
ハ
の

春
」
に
大
き
な
可
能
性
を
認
め
た
。
同
時
に
堀
田
は
、「
プ
ラ
ハ
の
春
」
に
見
ら
れ
る
「
小
国
」
の
「
大
国
」
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の

動
き
を
、
世
界
的
な
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
第
三
世
界
の
資
本
主
義
・
社
会
主
義
両
体
制
に
対
す
る
抵
抗
運
動
と
関
連
づ
け
た
。
第
四
章

で
は
、
こ
れ
ら
の
考
察
の
中
に
、
中
ソ
対
立
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
の
意
味
を
含
ん
だ
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
「
政
治
」
の
構
想
を
読
み

取
り
た
い
。

北
大
文
学
研
究
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二

中
ソ
対
立
と
会
の
分
裂

中
ソ
対
立
と
は
、
ソ
連
共
産
党
と
中
国
共
産
党
の
間
の
国
際
共
産
主
義
運
動
の
路
線
対
立
で
一
九
六
〇
年
前
後
よ
り
本
格
化
し
た
。
一

九
五
〇
年
代
後
半
よ
り
、
国
際
共
産
主
義
運
動
の
路
線
と
し
て
、
ソ
連
は
平
和
共
存
・
平
和
移
行
、
中
国
は
武
力
闘
争
に
よ
る
民
族
解
放

と
い
う
対
立
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
て
い
た
。
ま
た
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
中
ソ
対
立
に
は
こ
う
し
た
路
線
対
立
の
ほ
か

に
両
国
の
矛
盾
す
る
国
益
や
互
い
に
対
す
る
複
雑
な
感
情
が
絡
ん
で

４
）

い
た
。
ソ
連
と
中
国
は
共
産
主
義
陣
営
お
よ
び
第
三
世
界
の
解
放
運

動
に
お
い
て
指
導
的
立
場
に
あ
る
二
大
国
で
あ
っ
た
た
め
、
両
国
の
対
立
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
の
様
相
を
呈
し
、
共
産
主
義
・
第
三
世
界

の
運
動
に
深
刻
な
分
裂
を
持
ち
込
ん
だ
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
も
中
ソ
対
立
に
よ
っ
て
分
裂
し
た
。

前
稿
「
堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
（
１
）」
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
ま
ず
は
そ
の
大
ま
か
な
経
緯
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
一
九
六
六
年
初
め
、
中
国
派
は
ベ
ト
ナ
ム
支
援
の
名
目
で
北
京
に
お
け
る
緊
急
大
会
の
開
催
を
常
設
書
記
局
に
呼
び
か
け
承
認
を

得
た
。
他
方
の
ソ
連
派
は
カ
イ
ロ
で
常
設
書
記
局
会
議
を
開
催
し
緊
急
大
会
に
反
対
す
る
旨
の
意
思
表
示
を
行
っ
た
が
、
中
国
派
は
ソ
連

を
除
名
し
た
上
で
緊
急
大
会
を
強
行
し
た
。
他
方
で
、
ソ
連
派
も
バ
ク
ー
に
お
い
て
独
自
に
ベ
ト
ナ
ム
支
援
の
た
め
の
緊
急
大
会
を
開
催

し
た
。
こ
の
後
、
中
国
派
は
文
化
大
革
命
の
混
乱
の
中
で
有
名
無
実
化
し
、
他
方
の
ソ
連
派
は
一
九
六
七
年
の
ベ
イ
ル
ー
ト
に
お
け
る
第

三
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
（
以
下
、
第
三
回
大
会
と
略
記
）
を
皮
切
り
に
運
動
を
軌
道
に
乗
せ
た
。

前
稿
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
中
ソ
対
立
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
日
本
協
議
会
も
分
裂
さ
せ
た
。
日
本
で
は
、
一
九
六
〇
年
代

前
半
に
中
ソ
の
核
実
験
・
核
開
発
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
革
新
陣
営
に
分
裂
が
持
ち
込
ま
れ
、
こ
の
動
き
が
文
学
運
動
に
も
波
及
し
た
こ
と
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（
一
九
六
四
年
に
新
日
本
文
学
会
が
分
裂
し
、
翌
年
日
本
民
主
主
義
文
学
同
盟
が
設
立
さ
れ
た
）、
日
本
共
産
党
が
中
ソ
対
立
に
お
い
て
一

度
中
国
支
持
に
舵
を
切
っ
た
後
に
中
国
共
産
党
と
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
か
ら
事
態
は
よ
り
複
雑
で
あ
っ
た
。

栗
原
幸
夫
に
よ
れ
ば
、
日
本
共
産
党
と
中
国
共
産
党
と
の
関
係
が
密
接
に
な
る
に
つ
れ
、
前
者
の
日
本
協
議
会
へ
の
干
渉
が
強
く
な
り
、

四
月
の
総
会
で
選
出
さ
れ
た
委
員
の
大
半
は
共
産
党
員
と
そ
の
「
同
調
者
」
で
占
め
ら
れ
た
。
同
時
に
、
機
関
誌
『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

通
信
』
の
編
集
・
発
行
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
講
座
や
講
演
会
の
企
画
・
実
行
を
担
当
し
て
い
た
企
画
委
員
会
の
旧
メ
ン
バ
ー
は
解
任
さ

５
）

れ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
堀
田
も
一
九
六
六
年
五
月
二
日
に
事
務
長
を
辞
任
し
た
。
栗
原
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て
当
時
の
日
本

協
議
会
の
動
向
を
、「
代
々
木
に
乗
っ
取
ら
れ
る
よ
う
な
形
で
、
Ａ
Ａ
作
家
会
議
は
は
っ
き
り
と
中
国
路
線
に
転
換
し
て
、
堀
田
さ
ん
も
事

務
局
長
を
辞
め
ち
ゃ
っ
て
（
略
）」
と
回
想
し
て

６
）

い
る
。

と
こ
ろ
が
、
一
九
六
六
年
春
に
日
本
共
産
党
と
中
国
共
産
党
と
の
関
係
が
悪
化
し
、
日
本
共
産
党
は
「
自
主
独
立
」
路
線
に
転
換
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
協
議
会
は「
北
京
派
」、「
自
主
独
立
派
」、
新
日
本
文
学
会
内
に
お
か
れ
た
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
三
派
に
分
裂
し
、
一

九
六
七
年
七
月
三
〇
日
の
委
員
会
で
「
北
京
派
」
の
委
員
の
発
案
に
よ
り
総
会
を
待
た
ず
に
解
散
し
た
。
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
は
、
一
九

六
七
年
の
第
三
回
大
会
へ
の
代
表
派
遣
を
契
機
と
し
て
、
一
九
七
四
年
に
日
本
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
が
組
織
さ
れ
る
ま
で
日
本

に
お
け
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
窓
口
と
な
っ
た
。

次
に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
分
裂
を
め
ぐ
る
日
本
協
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
一
九
六
六
年
三
月
、
日
本

協
議
会
は
常
設
書
記
局
会
議
の
書
記
長
か
ら
北
京
に
お
け
る
緊
急
大
会
開
催
の
提
案
を
受
け
承
認
の
意
思
表
示
を
行

７
）

っ
た
。
他
方
、
緊
急

大
会
に
反
対
す
る
ア
ラ
ブ
連
合
の
ユ
ー
ゼ
フ
・
エ
ル
・
セ
バ
イ
は
独
自
に
常
設
書
記
局
の
構
成
国
に
招
請
状
を
送
り
六
月
一
九
日
と
二
〇

日
に
カ
イ
ロ
で
会
議
を
開
催
し
た
。
日
本
協
議
会
も
招
請
状
を
受
け
取
っ
た
も
の
の
、
書
記
長
で
は
な
い
セ
バ
イ
に
書
記
局
会
議
を
開
催
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す
る
権
限
は
な
い
と
考
え
、
こ
れ
を
黙
殺

８
）

し
た
。
中
国
派
は
こ
の
動
き
に
対
抗
し
て
六
月
七
日
と
一
〇
日
に
北
京
で
書
記
局
会
議
を
開
催

し
、
六
月
二
七
日
か
ら
七
月
六
日
ま
で
緊
急
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
正
式
に
決
定

９
）

し
た
。
日
本
は
、
当
初
の
予
定
通
り
緊
急
大
会
に
一

四
名
か
ら
な
る
代
表
団
を
派
遣
し
た
が
、
先
述
の
と
お
り
、
当
時
日
本
協
議
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
共
産
党
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
。「
明
ら
か

に
中
国
の
反
ソ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
」
緊
急
大
会
に
お
い
て
、
中
国
の
要
人
は
次
々
に
ソ
連
を
攻
撃

10
）

し
た
。

ま
た
本
会
議
に
先
だ
っ
て
六
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
常
設
書
記
局
会
議
で
は
、
ソ
連
を
除
名
処
分
と
す
る
声
明
を
発
表
し
議
論
を
巻
き

起
こ
し
た
。
日
本
代
表
は
書
記
局
会
議
に
お
い
て
ソ
連
の
除
名
を
回
避
し
よ
う
と
努
力
し
た
が
、
本
会
議
で
は
声
明
を
承
認
し
た
（
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
で
ソ
連
の
援
助
を
受
け
て
い
た
南
北
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む
一
〇
ヵ
国
は
態
度
を
保
留

11
）

し
た
）。

次
に
、
一
九
六
七
年
開
催
の
第
三
回
大
会
に
対
す
る
新
日
本
文
学
会
な
い
し
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
の
対
応
を
見
た
い
。
竹
内
泰
宏
に
よ

る
と
、
一
九
六
六
年
一
一
月
五
日
に
開
催
さ
れ
た
新
日
本
文
学
会
常
任
幹
事
会
に
お
い
て
、
第
三
回
大
会
準
備
会
議
に
事
務
局
長
の
長
谷

川
四
郎
の
代
理
と
し
て
竹
内
泰
宏
を
派
遣
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
第
三
回
大
会
以
後
、
新
日
本
文
学
会
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家

会
議
に
集
団
メ
ン
バ
ー
と
し
て
加
入
し
、
一
九
七
四
年
に
日
本
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
、
日
本
国
内
の
文
学

者
と
カ
イ
ロ
の
常
設
事
務
局
お
よ
び
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
結
ぶ
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
（
連
絡
事
務
所
）
の
役
割
を
担

12
）

っ
た
。

新
日
本
文
学
会
が
準
備
会
議
に
代
表
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
背
景
と
し
て
、
竹
内
は
、「
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
け
ば
、
当
分
の

あ
い
だ
日
本
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
文
学
者
が
直
接
接
触
す
る
国
際
的
ル
ー
ト
が
一
つ
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
と
い
う
と

い
う
見
と
お
し
」
が
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
竹
内
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
を
文
学
運
動
と
し
て
の
内
実
を
伴
う
活

動
と
す
る
こ
と
、
社
会
主
義
国
間
の
「
最
終
的
な
統
一
」
を
目
指
す
こ
と
が
準
備
会
議
に
の
ぞ
む
新
日
本
文
学
の
立
場
だ
っ
た
と
述
べ
て

13
）

い
る
。
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準
備
会
議
は
一
九
六
六
年
一
一
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
カ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
、
一
四
ヵ
国
が
参
加

14
）

し
た
。
中
国
に
も
招
待
状
が
送

ら
れ
た
が
、
当
然
な
が
ら
中
国
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
中
国
は
、
一
九
六
七
年
三
月
二
四
日
か
ら
三
一
日
に
か
け
て
ベ
イ
ル
ー
ト
で
開
催

さ
れ
た
第
三
回
大
会
も
欠
席

15
）

し
た
。
第
三
回
大
会
に
お
い
て
、
日
本
代
表
は
共
産
主
義
国
間
、
第
三
世
界
間
の
統
一
を
目
指
す
立
場
を
繰

り
返
し
表
明
し
た
。「
中
国
問
題
」
は
、「
い
わ
ば
こ
の
大
会
の
一
番
敏
感
な
と
こ
ろ
に
刺
さ
っ
て
い
る
辣ママ
の
よ
う
な
も
の
で
、
誰
も
が
大

い
に
気
に
し
て
い
な
が
ら
手
を
触
れ
よ
う
と
し
な
い
」問
題
だ
っ

16
）

た
が
、
長
谷
川
四
郎
は
日
本
代
表
団
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
、「
み
な
さ

ん
も
ご
ぞ
ん
じ
の
通
り
、
中
国
は
歴
史
的
に
日
本
と
最
も
近
い
友
人
で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
、
ま
た
社
会
主
義
国
家
間
の
統
一
の
必
要
を

強
調
し
て
会
場
か
ら
喝
采
を
受

17
）

け
た
。

ま
た
、
日
本
代
表
は
大
会
宣
言
お
よ
び
諸
決
議
の
審
議
の
場
（
第
一
分
科
会
）
で
、「
こ
の
会
議
に
い
く
つ
か
の
Ａ
Ａ
諸
国
代
表
が
不
在

で
あ
る
こ
と
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
の
、
ま
た
世
界
の
、
最
も
重
要
な
社
会
主
義
国
の
一
つ
で
あ
る
中
国
が
参
加
し
て
い
な
い
こ
と
を
、
わ

れ
わ
れ
は
、
会
議
の
責
任
に
お
い
て
深
く
遺
憾
に
思
う
も
の
で
あ
り
、
こ
の
分
裂
を
の
り
こ
え
て
、
民
族
解
放
運
動
と
社
会
主
義
諸
国
の

緊
密
な
統
一
を
も
た
ら
す
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
緊
急
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認

18
）

す
る
」
と
い
う
趣
旨
を
含
ん
だ
決
議
案
を
議
長
団
に

提
出
し
た
。
だ
が
、
ソ
連
代
表
が
中
国
に
つ
い
て
の
言
及
に
難
色
を
示
し
、
日
本
の
決
議
案
は
紹
介
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
（
日
本
代
表
は

そ
の
修
正
案
を
大
会
宣
言
起
草
委
員
会
に
提
出
し
た
）。

実
行
委
員
会
の
構
成
を
検
討
し
た
第
三
分
科
会
で
は
、
堀
田
善
衞
が
実
行
委
員
会
の
構
成
国
を
二
〇
と
し
、
そ
の
う
ち
二
つ
を
中
国
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
た
め
に
空
席
に
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
も
激
し
い
議
論
を
呼
ん
だ
が
、
最
終
的
に
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
ガ
ー
ナ
を
含
む
二
七
ヵ
国
を
実
行
委
員
会
の
構
成
国
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
閉
会
後
に
開
催
さ
れ
た
常
設
書
記
局

会
議
に
お
け
る
挨
拶
の
中
で
、
日
本
代
表
は
「
民
主
的
手
続
き
の
重
要
性
」
を
強
調
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
決
議
案
を
民
主
的
な
討
議
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を
経
ず
に
反
故
に
し
た
第
一
分
科
会
を
念
頭
に
お
い
た
発
言
で
あ

19
）

っ
た
。

第
三
回
大
会
に
お
い
て
日
本
代
表
団
は
、「
こ
の
大
会
が
分
裂
の
た
め
の
大
会
と
な
る
こ
と
を
望
ま
な
い
、
と
い
う
日
本
で
託
さ
れ
た
課

題
を
機
会
を
と
ら
え
て
つ
ら
ぬ
こ
う
と

20
）

し
た
」。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
部
分
的
に
は
日
本
代
表
団
の
働
き
か
け
が
功
を
奏
し
て
第
三
回
大
会

は
「
中
国
非
難
の
分
裂
大
会
」
に
な
る
こ
と
を
免
れ
た
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
堀
田
は
中
ソ
対
立
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
著
作
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
そ
も
そ
も
堀

田
は
、
中
ソ
を
対
立
さ
せ
た
国
際
共
産
主
義
運
動
の
路
線
に
つ
い
て
は
強
い
意
見
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
中
ソ
対
立
を
専
ら
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
諸
国
の
連
帯
を
阻
む
醜
悪
な
党
派
対
立
と
し
て
認
識
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

堀
田
は
、「
人
、
親
し
け
れ
ば
（
中
ソ
抗
争
に
つ

21
）

い
て
）」
に
お
い
て
、「
中
ソ
抗
争
の
議
論
の
程
度
の
低
さ
と
言
っ
た
ら
、
そ
れ
は
も
う

文
学
者
の
会
議
と
し
て
は
恥
ず
べ
き
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
」と
述
べ
、
当
時
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
亡
命
中
で
あ
っ
た
ト
ル
コ
の
詩
人
の
、「
ソ

連
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
ス
パ
イ
飛
行
機
Ｕ
２
を
撃
ち
落
と
し
た
が
、
中
国
は
い
ま
だ
に
自
由
に
と
ば
せ
て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
い

う
発
言
を
例
に
挙
げ
て
い
る
（
第
一
四
巻
六
八
二
頁
）。「
我
慢
に
つ
い
て
｜

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う

22
）

も
の
」
で
は
、
あ
る

会
議
で
ソ
連
代
表
の
演
説
が
終
わ
っ
た
後
に
入
場
し
た
あ
る
社
会
主
義
国
の
代
表
が
、
ソ
連
代
表
の
演
説
を
聴
い
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、「
自
分
は
ソ
連
代
表
の
意
見
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
を
「
バ
カ
げ
た
よ
う
な
こ
と
」
だ
と
述
べ
て
い
る
（
第
一

四
巻
五
五
五
頁
）。
ま
た
、「
中
国
を
考

23
）

え
る
」
で
は
、
ソ
連
の
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ
が
日
本
文
芸
家
協
会
に
招
か
れ
て
来
日
し
た
際
に
、
中
国

の
文
化
界
が
「
ひ
ど
く
低
級
な
批
判
」
を
行
っ
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、「
中
ソ
抗
争
の
激
化
以
後
、
常
識
的
な
礼
節
の
感
覚
さ
え
が
異
常
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
苦
言
を
呈
し
て
い
る
（
第
一
四
巻
四
九
九
｜
五
〇
〇
頁
）。
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「
人
、
親
し
け
れ
ば
（
ミ
ラ
・
サ
ル
ガ
ニ
ィ
ク

24
）

夫
人
）」
で
は
、「
中
ソ
喧
嘩
の
は
じ
ま
り
を
印
す
る
」、「
忘
れ
が
た
い
集
り
」
で
あ
っ
た

一
九
六
二
年
の
カ
イ
ロ
に
お
け
る
第
二
回
大
会
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
。
第
二
回
大
会
で
堀
田
は
事
務
局
長
代
理
と
し

て
運
動
報
告
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
中
国
代
表
の
楊
朔
が
、
こ
の
報
告
の
中
に
「“U

.S
.
Im
p
eria

lism
 
is P

u
b
lic E

n
em
y N

o
.1”

と
い
う
字
句
を
ど
う
あ
っ
て
も
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
顔
を
真
赤
に
し
て
主
張
を
し
た
」。
堀
田
は
、「
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
が
敵
で
あ

る
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
、
し
か
し
、P

u
b
lic E

n
em
y N

o
.1

と
い
っ
た
言
い
方
は
、
こ
れ
は
シ
カ
ゴ
の
ギ
ャ
ン
グ
用
語
で
あ
っ
て
、
あ

ま
り
に
は
し
た
な
い
表
現
で
あ
り
、
文
学
運
動
の
報
告
の
な
か
に
入
っ
て
来
る
に
適
当
な
こ
と
ば
で
は
な
い
」
と
反
対
し
た
も
の
の
、
楊

朔
の
「
た
だ
な
ら
ぬ
」
態
度
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
運
動
報
告
を
読
み
上
げ
る
際
、「
ど
う
し
て
も
こ
の
下
品
な
言
い
方
に

抵
抗
が
あ
り
、
そ
の
字
句
の
と
こ
ろ
だ
け
飛
ば
し
て
読
ま
な
か
っ
た
」（
全
集
一
四
巻
六
七
四
｜
六
七
五
頁
）。
さ
さ
や
か
な
が
ら
勇
気
を

伴
う
抵
抗
だ
っ
た
が
、
結
果
的
に
読
み
違
え
た
と
解
釈
さ
れ
て
事
な
き
を
得
た
と
い
う
。

よ
り
大
胆
な
抵
抗
は
、
一
九
六
八
年
に
タ
シ
ケ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
一
〇
周
年
記
念
集
会
の
場
で
行
わ
れ
た
。
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
堀

田
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
歩
み
を
中
ソ
対
立
に
力
点
を
お
い
て
ふ
り
返
り
、
こ
の
集
会
に
中
国
の
作
家
が
不
在
で
あ
る
こ

と
を
指
摘

25
）

し
た
。
こ
の
大
胆
な
発
言
は
、
記
念
集
会
の
直
前
に
生
じ
た
チ
ェ
コ
事
件
に
対
す
る
抗
議
の
意
思
表
示
で
も
あ
っ
た
（
次
章
で

詳
述
）。

こ
の
よ
う
に
、
堀
田
は
文
学
運
動
に
持
ち
込
ま
れ
た
あ
か
ら
さ
ま
な
「
政
治
」
の
論
理
に
対
し
て
陰
に
陽
に
抵
抗
し
た
。
第
二
回
大
会

の
直
後
に
書
か
れ
た
「
Ａ
・
Ａ
作
家
会
議
裏
方

26
）

の
弁
」
に
お
い
て
、
堀
田
は
「
モ
ス
ク
ワ
へ
行
っ
て
も
、
カ
イ
ロ
、
北
京
、
デ
リ
ー
な
ど

で
も
、
正
直
に
言
っ
て
、
私
は
愉
快
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
、
真
実
、
あ
ま
り
多
く
な
い
」（
第
一
四
巻
六
四
八
頁
）と
述
べ
、「
裏
方
役
」

の
多
大
な
苦
労
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
堀
田
は
こ
の
エ
ッ
セ
イ
の
中
で
、「
文
士
の
国
際
的
会
議
」に
対
す
る
絶
望
を
表
明
し
、
時
と
し
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て
「
な
に
も
か
も
放
り
出
し
」
た
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と
を
吐
露
し
つ
つ
、「
し
か
も
な
お
」、「
裏
方
役
」
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
述

べ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
理
由
は
、
会
の
理
念
に
対
す
る
共
感
で
あ
り
、
第
三
世
界
の
状
況
に
対
す
る
日
本
の
作
家
と
し
て
の
責
任
意
識
で

あ
り
、
ま
た
共
に
運
動
を
進
め
て
き
た
海
外
の
作
家
た
ち
に
対
す
る
同
志
意
識
な
い
し
義
理
で
あ
り
、
そ
し
て
「
Ａ
・
Ａ
作
家
会
議
裏
方

の
弁
」
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
政
治
的
な
議
論
の
中
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
「
人
間
的
な
も
の
」
に
対
す
る
作
家
的
興
味
で
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
。
別
の
場
所
で
は
、
堀
田
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
「
我
慢
」
で
あ
る
と
述
べ
て

27
）

い
る
。
各
国
の
多
様
な
事
情
、
多
様

な
考
え
方
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
粘
り
強
く
運
動
に
関
わ
っ
た
堀
田
の
姿
勢
を
如
実
に
示
す
発
言
と
言
え
る
。

さ
て
、
中
ソ
間
の
対
立
に
お
い
て
堀
田
は
終
始
調
整
役
で
あ
り
続
け
た
が
、
組
織
の
分
裂
後
は
ソ
連
派
に
与
し
（
先
述
の
通
り
、
中
国

派
は
有
名
無
実
化
し
た
）、
国
内
で
は
新
日
本
文
学
会
内
に
お
か
れ
た
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
国

内
で
は
、
一
九
六
五
年
四
月
の
総
会
を
機
に
共
産
党
系
の
作
家
が
新
日
本
文
学
会
系
の
作
家
を
排
除
し
日
本
協
議
会
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
掌

握
し
た
。
堀
田
は
そ
の
直
後
か
ら
事
務
長
の
辞
任
を
検
討
し
て
い
た
よ
う

28
）

だ
が
、
一
九
六
六
年
五
月
二
日
に
遂
に
事
務
長
を
辞
任
し
た
。

『
会
報
』
第
六
号
（
一
九
六
六
年
六
月
二
一
日
）
に
は
堀
田
の
「
事
務
長
辞
任
つ
い
て
」
と
題
し
た
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

堀
田
は
体
調
不
良
を
事
務
長
辞
任
の
理
由
と
す
る
一
方
で
、
中
ソ
間
の
対
立
に
翻
弄
さ
れ
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
を
め
ぐ
る
現

状
を
「
眼
を
蔽
わ
し
む
る
」
状
況
と
形
容
し
、「
こ
の
文
学
の
面
に
お
け
る
解
放
運
動
が
、
国
家
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
も
し
明
白
に
分
裂

す
る
よ
う
で
し
た
ら
、
会
か
ら
も
私
は
去
る
つ
も
り
で
す
が
、
日
本
協
議
会
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
の
共
同
の
運
動
の
統
一
的
な
再
建
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
心
か
ら
希
望
す
る
も
の
で
す
」
と
書
い
て

29
）

い
る
。

統
一
を
志
向
す
る
姿
勢
は
、
一
九
六
七
年
二
月
に
日
本
協
議
会
委
員
会
に
あ
て
て
書
か
れ
た
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
日
本
協

議
会
の
現
状
及
び
運
営
に
つ

30
）

い
て
」
で
も
明
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
堀
田
は
分
裂
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
北
京
に
お
け
る
緊
急
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会
議
に
つ
い
て
、「
一
応
の
手
続
を
踏
ん
だ
」
も
の
の
構
成
国
（
ソ
連
）
を
除
名
し
た
た
め
「
結
果
と
し
て
は
規
約
違
反
」、
す
で
に
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
た
ソ
連
派
に
よ
る
第
三
回
大
会
に
つ
い
て
は
「
開
催
手
続
に
お
い
て
規
約
違
反
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
結
果
と
し

て
両
者
を
「
諒
承
」
し
、「
会
員
諸
氏
の
判
断
と
意
見
は
自
由
」
と
す
る
日
本
協
議
会
の
矛
盾
を
指
摘
し
、「
も
し
北
京
、
ベ
イ
ル
ー
ト
の

両
者
を
、
日
本
協
議
会
と
し
て
認
め
て
行
く
と
す
れ
ば
、
遠
い
将
来
に
お
け
る
両
者
の
統
一
を
希
望
し
て
、
と
い
う
、
未
来
に
力
点
を
お

い
た
、
一
種
の
統
一
戦
線
に
立
た
ざ
る
を
え
な
い
筈
で
す
」、「
一
種
の
「
統
一
戦
線
論
」
に
、
日
本
協
議
会
が
は
っ
き
り
と
た
つ
の
で
な

い
限
り
、
日
本
協
議
会
の
枠
内
に
お
け
る
私
の
活
動
は
終
っ
た
も
の
と
考
え
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
第
一
四
巻
六
六
三
｜
六
六
四
頁
）。

こ
の
よ
う
に
、
堀
田
は
終
始
統
一
を
志
向
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
が
、
右
の
文
書
を
同
封
し
た
中
野
重
治
あ
て
の
書
簡

31
）

で
は
、
日
本

協
議
会
の
解
散
を
提
案
し
た
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
当
時
、
堀
田
は
日
本
協
議
会
内
の
分
裂
は
も
は
や
修
復
不
可
能
な
段
階
に
あ
る
と
考

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
（
先
述
の
通
り
、
日
本
協
議
会
は
「
北
京
派
」
の
委
員
の
提
案
に
よ
り
一
九
六
七
年
七
月
末
に
解
散
し
た
）。

堀
田
が
一
九
六
七
年
三
月
に
ソ
連
派
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
三
回
大
会
に
参
加
し
、
分
科
会
の
場
で
中
国
を
実
行
委
員
会
の
構
成
国

と
す
る
提
案
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
堀
田
は
大
会
開
始
の
約
二
週
間
前
に
当
た
る
三
月
一
〇
日
に
モ
ス

ク
ワ
入
り
し
、
ソ
連
作
家
同
盟
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
よ

32
）

う
だ
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
野
間
宏
に
あ
て
て
送
ら
れ
た
書
簡
か
ら
は
、
堀
田
が

ソ
連
作
家
同
盟
か
ら
厚
い
信
頼
を
受
け
、
第
三
回
大
会
に
お
い
て
「
楽
屋
裏
の
全
体
」
を
担
っ
た
こ
と
が
う
か
が

33
）

え
る
。
ち
な
み
に
、
新

日
本
文
学
会
の
メ
ン
バ
ー
で
な
か
っ
た
堀
田
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
日
本
代
表
団
の
リ
ス
ト
を
見
た
後
に
日
本
代
表
団
の
構
成
員
と
し
て
第
三

回
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
よ

34
）

う
だ
。
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三

チ
ェ
コ
事
件
と
一
〇
周
年
記
念
集
会

一
九
六
八
年
八
月
一
六
日
、
堀
田
は
ソ
連
作
家
同
盟
か
ら
一
通
の
電
報
を
受
け
取

35
）

っ
た
。
九
月
二
一
日
か
ら
四
日
間
、
タ
シ
ケ
ン
ト
で

開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
一
〇
周
年
を
記
念
す
る
文
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
以
下
、
一
〇
周
年
記
念
集
会
）
へ
の
招
待
だ
っ

た
。
堀
田
は
し
ば
ら
く
返
事
を
出
さ
す
に
い
た
が
、
折
し
も
ソ
連
軍
を
主
力
と
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
五
ヵ
国
軍
が
民
主
化
運
動
を
展
開

す
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
侵
攻
し
八
月
二
一
日
に
は
全
土
を
占
領
下
に
お

36
）

い
た
。
堀
田
は
、
軍
事
介
入
の
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た

直
後
に
一
〇
周
年
記
念
集
会
へ
の
参
加
を
決
断

37
）

し
た
。

「
堀
田
善
衞

38
）

年
譜
」
に
よ
る
と
、
堀
田
は
九
月
一
九
日
に
日
本
を
出
発
し
、
そ
の
約
三
ヶ
月
後
の
一
二
月
二
四
日
に
日
本
に
帰
国
し
た
。

こ
の
間
堀
田
は
、
九
月
二
〇
日
か
ら
二
五
日
ま
で
タ
シ
ケ
ン
ト
で
開
催
さ
れ
た
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
出
席
し
た
ほ
か
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
プ
ラ
ハ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ウ
ィ
ー
ン
、
東
独
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
訪
問
し
た
。

な
ぜ
堀
田
は
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
の
介
入
後
に
旅
に
出
る
こ
と
を
決
断
し
た
の
か
。堀
田
に
と
っ
て
こ
の
旅
の
目
的
は
何
だ
っ
た
の
か
。

堀
田
は
『
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
』
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、
丸
山
眞
男
や
久
野
収
ら
が
提
唱
し
た
抗
議

39
）

声
明
に
署
名
し
な
か
っ

た
と
述
べ
、
そ
の
理
由
の
一
つ
を
「
自
分
で
行
っ
て
自
分
で
た
し
か
め
て
か
ら
に
し
た
か
っ
た
」
た
め
と
説
明
し
て
い
る
。
実
際
、
堀
田

は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
「
前
後
二
回
、
約
一
カ
月
」
滞
在
し
、
帰
国
後
「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
を
執
筆
し
、
自
ら
の
見
聞

に
基
づ
い
て
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
と
チ
ェ
コ
事
件
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
た
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
集
う

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
メ
ン
バ
ー
の
反
応
を
見
る
こ
と
も
旅
の
大
き
な
目
的
だ
っ
た
。
堀
田
は
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
参
加
し
、
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同
時
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
始
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
行
し
た
動
機
に
つ
い
て
、「
長
年
の
友
人
で
あ
る
彼
ら
の
作
家
た
ち
が
ど
ん

な
顔
を
し
て
何
を
言
う
か
、
こ
の
こ
と
だ
け
を
で
も
た
し
か
め
て
み
よ
う
と
思
い
立
っ
た
」（
第
九
巻
四
四
八
頁
）、「
私
の
関
心
が
、（
略
）

第
三
世
界
の
人
々
が
こ
れ
﹇
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
に
よ
る
出
兵
、
占
領
｜

引
用
者
注
﹈
を
ど
う
考
え
て
く
れ
る
か
、
そ
れ
を
知
り
た
い
、

と
い
う
点
に
集
中
し
て
行
く
こ
と
を
、
自
分
に
感
じ
て
い
た
」（
第
九
巻
四
四
九
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
お
け
る
堀
田
の
関
心
は
、「
長
年
の
友
人
で
あ
る
彼
ら

の
作
家
た
ち
」の
中
で
も
、
ソ
連
作
家
同
盟
に
所
属
す
る
ソ
連
の
作
家
た
ち
に
向
け
ら
れ
た
。
ソ
連
作
家
同
盟
は
、
文
学
者
の
組
織
だ
が
、

ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
日
本
協
議
会
や
新
日
本
文
学
会
な
ど
と
は
異
な
り
国
家
の
統
制
下
に
あ
っ
た
公
的
な
団
体
で
あ
る
。ま
た
、

ソ
連
作
家
同
盟
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
中
心
的
な
担
い
手
で
あ
り
、
ソ
連
は
一
〇
周
年
記
念
集
会
の
ホ
ス
ト
国
で
も
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
ソ
連
作
家
同
盟
は
チ
ェ
コ
事
件
に
つ
い
て
全
く
の
局
外
者
、
第
三
者
と
は
言
い
難
い
立
場
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
軍
事

介
入
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
思
想
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
一
つ
で
あ
っ
た
社
会
主
義
の
理
念
に
対
す
る
裏
切
り
で
も
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
点
か
ら
、
堀
田
は
、
ソ
連
の
作
家
た
ち
が
何
を
考
え
、
彼
ら
彼
女
ら
が
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
発
言

を
す
る
か
知
り
た
い
と
切
実
に
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
堀
田
は
、
チ
ェ
コ
事
件
に
対
す
る
ソ
連
の
作
家
た
ち
の
反
応
を
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
作
家
会
議
の
運
動
の
試
金
石
と
み
な
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
堀
田
は
問
わ
れ
て
い
る
の
は
ソ
連
の
作
家
だ
け
で
な
い
こ
と
も
自
覚
し
て
い
た
。
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
参
加
す
る
こ
と

は
、
他
国
の
作
家
に
と
っ
て
も
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
の
軍
事
介
入
に
加
担
す
る
意
味
を
持
ち
か
ね
な
い
行
為
だ
っ
た
。
堀
田
は
、
日
本
を

発
つ
前
に
妻
か
ら
投
げ
か
け
ら
れ
た「
そ
れ
で
も
、
あ
な
た
は
行
く
の
？
」と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、「
そ
れ
は
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
で
あ
っ

て
、
私
自
身
で
も
、
い
っ
た
い
こ
れ
で
も
お
れ
は
行
く
の
か
、
と
自
分
に
問
い
つ
づ
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
」（
第
九
巻
四
四
九
頁
）と
書
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い
て
い
る
。
ま
た
堀
田
は
、
タ
シ
ケ
ン
ト
で
各
国
の
作
家
た
ち
に
再
会
し
た
際
、
互
い
に「
君
は
来
た
の
か
、
や
っ
ぱ
り
…
…
？
」、「
君
も

来
た
の
か
、
な
ぜ
…
…
？
」
と
い
っ
た
「
猜
疑
」
の
気
持
ち
を
向
け
合
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
共
犯
者
的
な
意
識
を
抱
い
た
こ
と
に
触
れ
て
い

る（
第
九
巻
四
五
七
頁
）。
ち
な
み
に
、
会
場
に
堀
田
が
再
会
を
強
く
望
ん
で
い
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
作
家
の
姿
は
な
か
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
作
家
同
盟
は
一
致
し
て
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
に
よ
る
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
占
領
に
反
対
声
明
を
出
し
、記
念
集
会
へ
の
参
加
を
拒
否
し
た
。

そ
れ
で
は
、
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
お
け
る
ソ
連
の
作
家
た
ち
の
態
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
公
式
の
場
で
は
チ
ェ
コ
事

件
に
つ
い
て
何
も
語
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
堀
田
は
違
和
感
を
抱
く
と
共
に
い
た
く
失
望
し
た
よ
う
で
あ
る
。
記
念
集
会
は
、
ソ
連
に

お
け
る
「
会
議
」、「
会
合
」
が
通
常
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、「
人
を
圧
伏
す
る
よ
う
な
ふ
ん
い
き
」
の
下
で
、
官
僚
主
義
的
、
形
式
主
義
的
、

非
民
主
的
な
仕
方
で
進
め
ら
れ
た
。
議
長
団
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
事
務
局
長
で
あ
る
セ
バ
イ
の
ほ
か
は
ソ
連
の
作
家
に

よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
い
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
文
学
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
あ
っ
た

が
、
ソ
連
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、「
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
の
名
の
下
で
専
ら
ソ
連
邦
の
国
内
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
多
民
族
国
家
、
連
邦
国
家
で
あ
る
ソ
連
内
部
の
「
イ
ン

タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
な
る
も
の
は
、
諸
共
和
国
間
、
諸
言
語
間
の
翻
訳
書
の
発
行
部
数
に
よ
っ
て
「
量
的
」
に
語
ら
れ
た
。
堀
田
は
こ

れ
を
「
棍
棒
の
よ
う
な
議
論
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

一
方
、
夜
の
宴
会
で
は
チ
ェ
コ
事
件
を
め
ぐ
る
率
直
な
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
占
領
に
は
、
自
分
は
反
対
だ
、

だ
が
反
対
だ
と
公
表
す
る
勇
気
が
自
分
に
は
な
い
、
だ
か
ら
お
れ
は
偽
善
者
だ

」と
い
う
痛
切
な
叫
び
が
発
せ
ら
れ
る
一
方
で
、「
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
ソ
連
兵
一
〇
万
の
死
者
を
出
し
て
得
た
権
益
を
、
な
ん
で
ム
ザ
ム
ザ
と
西
欧
に
わ
た
し
て
た
ま
る
も
の
か
」

と
い
う
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
満
ち
た
見
解
も
吐
露
さ
れ
た（
第
九
巻
四
六
二
頁
）。
堀
田
は
、
こ
の
よ
う
に
私
的
な
場
所
で
だ
け
率
直
に
意
見
が
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交
わ
さ
れ
る
ソ
連
の
体
制
を
不
健
全
だ
と
評
し
て
い
る
。

他
方
で
堀
田
は
、
ソ
連
の
作
家
の
態
度
や
言
葉
の
端
々
か
ら
彼
ら
彼
女
ら
の
苦
し
い
胸
の
内
を
汲
み
取
っ
て
い
る
。
あ
る
作
家
は
堀
田

に
再
会
す
る
や
否
や
、
無
言
で
手
書
き
の
Ｗ
・
Ｈ
・
オ
デ
ー
ン
の
詩
「
一
九
六
八
年
八
月
」
を
差
し
出
し
た
。「
一
九
六
八
年
八
月
」
は
、

ソ
連
な
い
し
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
を
人
喰
い
鬼
（o

g
re

）
に
た
と
え
つ
つ
チ
ェ
コ
事
件
を
痛
烈
に
批
判
し
た
詩
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
作

家
は
、「
い
っ
た
い
、
あ
な
た
方
は
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
と
し
て
の
、
今
回
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
へ
の
出
兵
に
つ
い
て
頰

か
む
り
を
し
て
し
ま
う
つ
も
り
な
の
か
？
」
と
い
う
堀
田
の
問
い
に
対
し
て
、
片
目
を
つ
ぶ
り
な
が
ら
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
で
は
な
い
か
ら
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
」と
述
べ
た
上
で
、「
ど
う
か
そ
の
問
題
だ
け
は
も
ち
出
さ
な
い
で
ほ
し
い
。

も
ち
出
さ
れ
る
と
、
実
は
わ﹅
れ﹅
わ﹅
れ﹅
が﹅
困
る
」と
付
け
加
え
た（
第
九
巻
四
六
九
｜
四
七
〇
頁
、
傍
点
堀
田
）。
堀
田
は
、
こ
の
言
葉
か
ら
、

ソ
連
の
作
家
た
ち
が
「
わ
れ
わ
れ
」
と
「
奴
ら
」
の
間
に
「
明
瞭
な
対
比
」
と
「
断
絶
」
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
っ
た
。
ま
た
あ

る
詩
人
は
、「
奴
ら
（
政
治
の
方
）
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
。
よ
い
こ
と
も
す
れ
ば
わ
る
い
こ
と
も
す
る
。
し
か
し
、
最
小
限
、
モ
ス

ク
ワ
の
秋
は
美
し
い
と
は
思
わ
ぬ
か
」
と
述
べ
た
（
第
九
巻
四
七
二
頁
）。
堀
田
は
、
五
〇
万
も
の
軍
隊
を
出
動
さ
せ
た
チ
ェ
コ
事
件
を
棚

上
げ
す
る
こ
の
言
葉
に
反
発
を
感
じ
つ
つ
も
、
詩
人
の
目
に
「
光
る
も
の
」
を
認
め
た
た
め
反
論
を
差
し
控
え
た
。

堀
田
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
か
ら
中
野
重
治
あ
て
に
送
ら
れ
た
手
紙
の
中
で
、「
と
こ
ろ
で
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
知
識
人
た
ち
の
苦
し
み
方
と
い

う
も
の
は
、（
略
）こ
ち
ら
が
怖
し
く
な
る
ほ
ど
に
深
く
て
苦
し
い
も
の
で
す
。
一
言
で
言
っ
て
、
上
層
部
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
く
れ
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
中
央
のju

stifica
tio
n

を
ど
う
に
か
呑
み
下
し
は
す
る
も
の
の
、「
独
ソ
協
定
が
西
欧
の
（
当
時
）
知
識
人
に
与

え
た
と
同
じ
打
撃
で
す
」
と
い
う
の
が
、
お
そ
ら
く
は
も
っ
と
も
簡
潔
な
要
約
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
て

40
）

い
る
。
堀
田

は
、
軍
事
介
入
を
正
面
か
ら
批
判
す
る
言
葉
こ
そ
聞
か
な
か
っ
た
も
の
の
、
ソ
連
の
作
家
た
ち
が
当
局
に
対
す
る
批
判
を
抱
き
良
心
の
呵
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責
を
感
じ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
堀
田
と
ソ
連
の
作
家
の
た
ち
間
に
深
い
信
頼
関
係
が

存
在
し
、
そ
し
て
堀
田
が
彼
ら
彼
女
ら
の
心
の
内
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し
た
た
め
で
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
堀
田
は
、
ソ
連
の
作
家
が
公
の
場
で
た
や
す
く
国
家
の
方
針
を
批
判
で
き
な
い
こ
と
、
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
彼
ら
彼
女
ら

を
苦
境
に
陥
れ
る
と
い
う
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
堀
田
は
、「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
に
お
い
て
ソ
連
の
作
家
た

ち
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
っ
た
。
堀
田
は
、
後
述
の
ア
レ
ク
セ
イ
・
ス
ル
コ
フ
氏
を
の
ぞ
い
て
、
ソ
連
お
よ
び
他
国
の
作

家
に
つ
い
て
実
名
は
お
ろ
か
人
物
の
特
定
に
つ
な
が
る
情
報
を
一
切
記
し
て
い
な
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
堀
田
は
作
家
た
ち
の
秘
め
ら
れ
た
良
心
を
慮
る
こ
と
で
事
足
れ
り
と
は
し
な
か
っ
た
。
堀
田
に
は
、
一
〇
周
年
記

念
集
会
の
参
加
者
に
チ
ェ
コ
事
件
に
つ
い
て
問
い
た
だ
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
堀
田
は
そ
れ
を

知
識
人
の
、
ま
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
に
携
わ
る
者
の
責
務
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
堀
田
は
、
あ
る
文
章
の
中
で
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
訪
問
の
際
、
ソ
連
の
作
家
の
「
同
情
」
を
伝
え
聞
い
た
チ
ェ
コ
ヴ
ァ
キ
ア
の
作
家
が
「
は
き
す
て
る
よ
う
に
」
述

べ
た
「
奴
ら
は
い
つ
で
も
こ
う
な
の
だ

」
と
い
う
言
葉
を
記
録
し
、
ソ
連
国
内
に
お
け
る
行
動
を
伴
わ
な
い
「
同
情
」
が
「
批
評
と
し

て
の
機
能
」
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
記
し
て

41
）

い
る
。

堀
田
は
、
作
家
同
盟
の
最
古
参
の
幹
部
で
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
以
来
の
親
し
い
友
人
で
あ
る
ス
ル
コ
フ
氏
に
チ
ェ
コ
事
件
に
つ
い

て
、「
公
式
の
面
会
」さ
え
試
み
た
。
ス
ル
コ
フ
氏
は
、
第
三
次
世
界
大
戦
を
回
避
す
る
た
め
と
い
う
理
由
で
ソ
連
に
よ
る
出
兵
を
正
当
化

し
た
が
、
同
時
に
誠
心
誠
意
を
込
め
て
出
兵
に
多
く
の
苦
痛
を
伴
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
こ
の
出
兵
に
よ
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
、
ボ
ー
ヴ
ォ

ワ
ー
ル
、
ア
ラ
ゴ
ン
、
ラ
ッ
セ
ル
、
グ
レ
ア
ム
・
グ
リ
ー
ン
な
ど
西
側
の
貴
重
な
友
人
を
多
数
失
っ
た
こ
と
を
耐
え
難
い
こ
と
だ
と
語
っ

た
。
堀
田
は
、
ス
ル
コ
フ
氏
の
苦
衷
を
推
し
量
り
つ
つ
も
、
彼
に
向
か
っ
て
「
了
解
し
た
」
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
否
、
言
え
な
か
っ
た
。
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堀
田
の
頑
な
な
気
持
ち
は
、
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
お
け
る
ス
ピ

42
）

ー
チ
に
お
い
て
十
二
分
に
表
現
さ
れ
た
。
こ
の
ス
ピ
ー
チ
で
、
堀
田

は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
一
〇
年
間
を
自
身
の
体
験
を
基
に
し
て
ふ
り
返
っ
た
が
、
ま
ず
初
め
に
一
九
五
六
年
に
開
催
さ
れ
た

第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
の
感
動
的
な
思
い
出
を
語
っ
た
。

T
h
e a

tm
o
sp
h
ere o

f th
e S

ecreta
ria
t a
n
d o

f th
e C

o
n
feren

ce itself w
a
s w

a
rm
 
a
n
d frien

d
ly
,
rea

lly frien
d
ly
,
I

 
a
ssu

re y
o
u
.
R
ea
l in

tern
a
tio
n
a
lism

 
w
a
s rea

lized
,
th
is a

lso I a
ssu

re y
o
u
.

（
書
記
局
お
よ
び
大
会
そ
の
も
の
の
雰
囲
気
は
、
暖
か
く
友
情
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
、
友
情
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

た
し
か
な
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
真
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
た
し
か
な
こ
と
で
す
。）

と
こ
ろ
が
、
一
九
六
一
年
以
降
状
況
が
変
化
し
始
め
た
。

S
o
m
e d

a
rk clo

u
d a

n
d n

o
isy th

u
n
d
er ca

m
e o

v
er o

u
r h
ea
d
s.

D
a
rk clo

u
d co

v
ered u

s.

（
私
た
ち
の
頭
上
に
黒
い
雲
が
立
ち
こ
め
、
騒
が
し
い
雷
鳴
が
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
。
黒
い
雲
が
私
た
ち
を
覆
い
ま
し
た
）。

も
ち
ろ
ん
こ
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
中
ソ
対
立
で
あ
る
。
堀
田
は
、
中
ソ
対
立
が
党
派
的
な
感
情
の
衝
突
を
も
た
ら
し
理
性

的
な
議
論
を
不
可
能
に
し
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
示
唆
し
て
い
る
。
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A
n
d in C

a
iro
,
th
e sp

eech
es o

f so
m
e m

em
b
er b

eca
m
e n

o
t sp

eech
es,

b
u
t th

u
n
d
er,

I m
ea
n ju

st sh
o
u
tin
g
,
a
n
g
ry

 
sh
o
u
tin
g
.

（
そ
し
て
、
カ
イ
ロ
に
お
け
る
一
部
の
メ
ン
バ
ー
の
ス
ピ
ー
チ
は
ス
ピ
ー
チ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
雷
鳴
で
し
た
。
つ
ま
り
そ
れ

は
た
だ
の
叫
び
、
怒
り
に
満
ち
た
叫
び
で
し
た
。）

さ
ら
に
堀
田
は
、
会
が
分
裂
し
た
事
実
に
触
れ
、
こ
の
会
場
に
中
国
の
作
家
が
不
在
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

W
e m

issed a
n
d d

o
n
’t see,

h
ere,

in th
is h

a
ll,
so
m
e o
f o
u
r g
rea

t frien
d
s,
I m

ea
n frien

d
s fro

m
 
P
eo
p
les’

R
ep
u
b
lic

 
o
f C

h
in
a
.

（
こ
こ
、
つ
ま
り
こ
の
会
場
に
、
一
部
の
偉
大
な
友
人
た
ち
、
中
華
人
民
共
和
国
の
友
人
た
ち
の
姿
が
な
い
の
は
残
念
で
す
。）

堀
田
は
こ
の
事
実
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控
え
る
と
し
つ
つ
も
、〞B

u
t tru

e,
w
e m

issed
 
th
em
.
T
h
is is a

 
co
ld
 
fa
ct,

n
o
b
o
d
y ca

n d
en
y
.

（
し
か
し
実
際
に
、
彼
ら
は
我
々
の
元
か
ら
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
冷
酷
な
事
実
で
あ
っ
て
誰
も
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）〝
と
、
中
国
の
作
家
の
不
在
を
改
め
て
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ス
ピ
ー
チ
の
終
わ
り
の
方
で
、
堀
田
は
チ
ェ
コ
事
件
を
念
頭
に
お
き
な

43
）

が
ら
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

T
h
e in

tern
a
tio
n
a
l situ

a
tio
n
,
n
o
w
a
d
a
y
s,
is ten

se,
n
o
t so p

ea
cefu

l.
A
n
d o

n
e a

ctio
n
,
p
o
litica

l o
r id

eo
lo
g
ica
l,
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ta
k
en b

y o
n
e co

u
n
try a

g
a
in
st a

n
o
th
er co

u
n
try m

ig
h
t p
ro
v
o
k
e m

a
n
y d

isp
u
tes,

n
o
w
 
a
n
d in fu

tu
re to

o
.
T
h
is

 
m
a
y n

o
t b
e a tim

e fo
r th

e celeb
ra
tio
n
.

（
今
日
、
国
際
情
勢
は
緊
張
し
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
平
和
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
政
治
的
な
も
の
で
あ
れ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

な
も
の
で
あ
れ
、
あ
る
国
が
他
の
国
に
対
抗
し
て
と
る
行
為
は
、
今
日
あ
る
い
は
近
い
将
来
、
多
く
の
論
争
を
引
き
起
こ
し
か
ね
ま

せ
ん
。
今
は
祝
福
の
時
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。

こ
の
よ
う
に
、
堀
田
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
一
〇
周
年
を
祝
う
場
で
会
の
内
紛
に
つ
い
て
長
々
と
述
べ
、
ま
た
チ
ェ
コ
事

件
に
つ
い
て
も
暗
に
言
及
し
つ
つ
、
記
念
集
会
そ
の
も
の
に
疑
問
を
投
げ
か
け
さ
え
し
た
。
こ
の
挑
発
的
な
ス
ピ
ー
チ
は
、
ま
さ
し
く
、

チ
ェ
コ
事
件
の
責
任
者
で
あ
る
ソ
連
へ
の
、
ま
た
チ
ェ
コ
事
件
に
「
頰
か
む
り
」
し
て
開
催
さ
れ
る
欺
瞞
的
な
一
〇
周
年
記
念
集
会
へ
の

堀
田
の
勇
気
あ
る
抵
抗
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
こ
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
以
来
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議

の
運
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
て
き
た
堀
田
の
、
会
に
対
す
る
深
い
思
い
入
れ
、
愛
情
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。

四

「
小
国
」
と
第
三
世
界

先
述
の
と
お
り
、
一
〇
周
年
記
念
集
会
の
後
、
堀
田
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
約
一
カ
月
間
を
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ

キ
ア
で
過
ご
し
た
。「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
の
後
半
三
分
の
二
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
訪
問
記
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
も
っ
と
も
中
心

的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
訪
問
の
記
録
で
あ
る
。
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チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
滞
在
中
、
堀
田
が
特
に
関
心
を
向
け
た
の
は
、
民
主
化
運
動
と
軍
事
介
入
に
つ
い
て
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア

の
人
々
の
見
解
、
心
情
、
姿
勢
で
あ
っ
た
。「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
に
は
堀
田
が
出
会
っ
た
知
識
人
や
学
生
た
ち
の
言
葉
が
数
多

く
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
堀
田
は
人
々
の
身
元
が
特
定
さ
れ
る
よ
う
な
情
報
を
注
意
深
く
避
け
て
い
る
。

堀
田
に
よ
れ
ば
、
堀
田
が
現
地
を
訪
れ
た
と
き
、
占
領
軍
の
弾
圧
は
徐
々
に
強
ま
り
状
況
は
悪
化
し
て
い
た
が
、
一
定
の
言
論
の
自
由

は
残
さ
れ
て
お
り
、
改
革
へ
の
希
望
は
存
続
し
て
い
た
。
民
衆
の
間
に
ソ
連
に
対
す
る
徹
底
し
た
嫌
悪
が
広
ま
る
一
方
、
絶
望
や
諦
観
は

未
だ
支
配
的
で
は
な
か
っ
た
。

堀
田
は
一
九
六
八
年
に
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
が
発
生
し
た
背
景
を
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
暴
力
的
、
非
人
間
的
な
政
治
体
制
に
帰
し

て
い
る
。
と
く
に
堀
田
は
、「
最
暗
黒
期
」で
あ
っ
た
一
九
四
八
年
か
ら
五
三
年
に
か
け
て
無
慈
悲
な
政
治
裁
判
、
粛
清
が
行
わ
れ
、
一
六

六
人
が
死
刑
、
一
三
八
人
が
無
期
、
約
一
〇
万
人
が
強
制
抑
留
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
そ
の
春﹇
プ
ラ
ハ
の
春
｜

引
用
者
注
﹈

の
ど
ん
底
に
は
重
罪
犯
的
な
ま
で
に
暗
い
も
の
が
盤
踞
し
、
と
ぐ
ろ
を
ま
い
て
い
る
」（
第
九
巻
五
三
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

他
方
で
堀
田
は
、
軍
事
介
入
後
も
粘
り
強
く
続
け
ら
れ
る
抵
抗
の
中
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
伝
統
で
あ
る
「
黒
い
ユ
ー
モ
ア
」

と
「
し
た
た
か
な
批
評
精
神
」
を
見
出
す
。
た
と
え
ば
、
ソ
連
の
戦
車
の
侵
入
が
始
ま
っ
た
と
き
、
プ
ラ
ハ
の
学
生
た
ち
は
「
モ
ス
ク
ワ
・

サ
ー
カ
ス
再
来
。
ヴ
ァ
ツ
ラ
フ
ス
キ
エ
広
場
に
て
公
演
中
。
参
観
無
料
、
た
だ
し
生
命
の
保
証
は
せ
ず
、
ま
た
猛
獣
に
餌
を
や
る
べ
か
ら

ず
」、
あ
る
い
は
「
レ
ー
ニ
ン
よ
目
を
さ
ま
せ
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
気
が
狂
っ
た
ぞ
」
と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
た
（
第
九
巻
五
一
九

頁
）。
ま
た
、
占
領
軍
が
自
己
検
閲
を
強
制
す
る
と
、
大
胆
に
も
検
閲
官
が
テ
レ
ビ
に
出
演
し
、「
人
民
諸
君
、
私
は
人
類
の
歴
史
で
は
じ

め
て
公
衆
の
面
前
に
姿
を
あ
ら
わ
し
た
検
閲
長
官
で
あ
り
ま
す
」
と
演
説
し
た
（
第
九
巻
五
一
八
頁
）。
あ
る
人
は
堀
田
に
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
の
国
民
は
検
閲
を
受
け
た
文
章
を
批
判
的
に
読
む
術
を
心
得
て
い
る
こ
と
、「
ソ
連
軍
」
を
「
占
領
軍
」
と
読
み
か
え
る
よ
う
な
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民
衆
の
間
の
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
こ
そ
が
（
民
主
派
の
）
指
導
部
を
支
え
て
い
る
と
説
明
し
た
。

こ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
の
伝
統
は
、「
大
国
」
に
囲
ま
れ
た
「
小
国
」
と
し
て
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
固
有
の
状
況
の
中
で
歴
史

的
に
培
わ
れ
た
。
隣
に
ロ
シ
ア
と
い
う
巨
大
な
専
制
国
家
が
あ
っ
た
か
ら
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
堀
田
は
ヤ
ン
・
フ
ス
の
焚
刑
か
ら

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
談
ま
で
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
「
裏
切
ら
れ
」
て
き
た
歴
史
に
も
言
及
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
堀
田
は
、「
面
従
腹
背
」の
精
神
の
裏
付
け
を
持
つ
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
に
ユ
ニ
ー
ク
な
抵
抗
の
形

を
認
め
る
一
方
で
、
そ
れ
が
シ
ニ
シ
ズ
ム
、
自
嘲
、
自
慰
と
紙
一
重
で
あ
る
こ
と
も
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
兵
士
シ
ュ
ベ
イ

ク
」の
一
節
、「
兵
士
は
な
に
が
な
ん
で
も
上
官
に
服
従
す
る
義
務
が
あ
る
。
た
と
え
そ
の
上
官
が
上
官
ら
し
か
ら
ぬ
も
の
だ
ろ
う
が
な
ん

だ
ろ
う
が
、
だ
。
上
官
な
る
も
の
は
高
度
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ
て
、
お
前
た
ち
、
タ
ダ
の
兵
隊
な
る
も
の
は
、
タ
マ
タ
マ
ま﹅
ぐ﹅
れ﹅
に
存

在
す
る
よ
う
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
お
前
さ
ん
が
存
在
し
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
向
う
様
の
知
っ
た
こ
と

で
は
な
い
の
だ
」（
第
九
巻
五
三
八
｜
五
三
九
頁
、
傍
点
堀
田
）は
、
支
配
者
に
向
け
ら
れ
た
皮
肉
な
の
か
、
そ
れ
と
も
服
従
者
と
し
て
の

自
嘲
な
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
一
節
は
「
上
官
」
に
対
す
る
痛
烈
な
毒
を
含
ん
で
い
る
し
、
そ
れ
が
ナ
チ
の
占
領
以
前
か
ら
存
在
す
る

プ
ラ
ハ
の
老
舗
の
ビ
ア
ホ
ー
ル
の
壁
に
、
英
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
訳
伴
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
単
な
る
シ
ニ
シ

ズ
ム
で
は
あ
り
得
な
い
だ
ろ
う
。
堀
田
は
、「
苛
烈
無
惨
な
小
国
の
歴
史
と
運
命
」の
中
で
培
わ
れ
た
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
人
の
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
、
政
治
文
化
を
、
日
本
人
に
と
っ
て
徹
底
し
て
異
質
な
、
不
可
解
な
も
の
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

他
方
で
、
堀
田
は
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
を
社
会
主
義
の
立
場
か
ら
社
会
主
義
を
問
い
直
す
試
み
と
み
な
し
て
深
い
共
感
を
示
す
。「
小
国
の

運
命
・
大
国
の
運
命
」
に
よ
る
と
、
堀
田
は
、
青
春
時
代
か
ら
レ
ー
ニ
ン
に
深
い
信
愛
を
抱
き
社
会
主
義
に
つ
い
て
多
大
な
興
味
を
持
ち

続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
堀
田
は
ソ
連
を
訪
問
す
る
た
び
に
「
い
っ
た
い
こ
の
国
は
果
し
て
社
会
主
義
国
な
の
か
」
と
い
う
違
和
感
を
抱
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き
、
ま
た
中
ソ
対
立
で
は
、
社
会
主
義
の
指
導
的
な
二
大
国
間
の
醜
悪
な
党
派
対
立
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
堀
田
は「
プ

ラ
ハ
の
春
」に
既
存
の
社
会
主
義
を
刷
新
す
る
大
き
な
可
能
性
を
見
出
す
。
即
ち
、「
現
在
で
は
、
社
会
主
義
と
は
何
か
、
何
が
社
会
主
義

で
あ
る
か
、
と
問
う
て
い
る
国
々
が
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
国
で
あ
る
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
き
て
い
る
」（
第
九
巻
四
八
六
頁
）。

堀
田
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
を
訪
問
し
た
際
、「
プ
ラ
ハ
の
春
」に
対
し
て
連
帯
の
意
思
表
示
を
す
べ
く
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
作

家
同
盟
に
対
し
て
文
書
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
き
た
と

44
）

い
う
。
そ
の
中
で
堀
田
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
訪
問
の
結
果
と
し
て

以
下
の
三
点
を
確
認
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

一
、
貴
国
に
お
い
て
、
一
九
六
八
年
一
月
以
後
に
開
始
さ
れ
た
社
会
主
義
再
生
の
た
め
の
企
図
は
、
現
在
、
社
会
主
義
諸
国
に
於
て
、

社
会
主
義
が
そ
の
本
来
の
意
味
に
お
い
て
実
現
さ
れ
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
一
つ
の
危
機
に
臨
ん
で
い
る
資
本
主
義
国

に
お
け
る
社
会
主
義
運
動
を
再
生
さ
せ
る
た
め
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
、
政
治
と
文
化
の
、
相
互
の
再
生
作
用
の
た
め
に
は
、
政
治
と
文
化
の
間
に
お
け
る
、
相
互
の
自
由
な
批
判
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
は
言
論
の
自
由
が
つ
ね
に
確
立
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

三
、
作
家
が
創
造
的
な
仕
事
を
す
る
た
め
に
も
、
以
上
の
再
生
運
動
は
如
何
な
る
條
件
の
下
に
お
い
て
も
必
要
で
あ
り
、
特
に
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
作
家
た
ち
が
、
困
難
な
る
條
件
下
に
お
い
て
、
ま
た
現
在
の
想
像
を
越
え
た
悪
條
件
下
に
あ
っ
て
も
、
諸
君

が
忍
耐
強
い
努
力
を
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
、
ま
た
そ
の
努
力
が
つ
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
。
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堀
田
は
ま
た
、「
プ
ラ
ハ
の
春
」と
チ
ェ
コ
事
件
を
社
会
主
義
陣
営
の
内
部
に
止
ま
ら
な
い
、
よ
り
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ

け
る
。「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
堀
田
は
ソ
連
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
関
係
を
「
大
国
」

対
「
小
国
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
捉
え
、
こ
れ
を
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
重
ね
合
わ
せ
る
。

小
国
の
運
命
が
大
国
の
運
命
に
か
か
わ
ら
ぬ
な
ど
と
い
う
時
代
で
は
、
現
代
が
な
い
こ
と
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
と
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ

を
見
て
さ
え
も
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
（
第
九
巻
五
五
四
頁
）。

さ
ら
に
、
堀
田
は
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
を
第
三
世
界
に
よ
る
先
進
国
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
動
き
に
も
関
連
づ
け
る
。
今
日
の
世
界

に
は
、「
小
国
」
が
「
大
国
」
を
問
い
、「
第
三
世
界
」
が
資
本
主
義
体
制
と
社
会
主
義
体
制
の
双
方
を
問
う
大
き
な
潮
流
が
重
な
り
合
い

な
が
ら
存
在
し
て
い
る
。

略
）今
日
の
資
本
主
義
体
制
も
、
社
会
主
義
体
制
も
、
お
そ
ら
く
第
三
世
界
の
問
題
と
ど
う
相
対
す
る
か
、
あ
る
い
は
相
対
し
う
る

か
に
よ
っ
て
た
め
さ
れ
る
と
い
う
状
況
が
展
望
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
は
明
白
に
第
三
世
界
で
は
な
い
、
し

か
し
小
国
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
問
題
を
つ
き
つ
け
ら
れ
て
、
た
め
さ
れ
て
い
る
の
は
実
は
大
国
で
あ
る
ソ
ヴ
ェ
ト
の
方
で
あ

ろ
う
。
そ
う
し
て
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
は
明
白
に
第
三
世
界
に
属
し
、
た
め
さ
れ
、
し
ご
か
れ
て
い
る
の
は
、
明
白
に
ア
メ
リ
カ
の
方
で
あ

る
（
第
九
巻
五
六
四
頁
）。
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堀
田
に
よ
る
と
、
こ
う
し
た
「
小
国
」
の
「
大
国
」
に
対
す
る
、
ま
た
第
三
世
界
の
資
本
主
義
・
社
会
主
義
の
両
体
制
に
対
す
る
問
い

直
し
は
、「
第
一
世
界
」
を
も
巻
き
込
み
つ
つ
世
界
的
な
潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
先
に
「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
の
後
半
三
分
の

二
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
記
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
堀
田
は
、
西
欧
諸
国
、
と
く
に
パ
リ
の
知
識
人
・
学
生
の
間
で
、
第
三
世
界
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
近
年
パ
リ
の
本
屋
で
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
革
命
運
動
や
革
命

理
論
に
つ
い
て
の
本
が「
店
頭
に
ご
ろ
ご
ろ
し
」、
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
る
一
方
、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
ツ
ィ
ン
や
エ
フ
ト
ゥ
シ
ェ
ン
コ

を
例
外
と
し
て
、
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
社
会
主
義
、
共
産
主
義
に
つ
い
て
の
本
は
「
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
と
消
え
て
し
ま
っ
た
」。

堀
田
は
、
パ
リ
の
五
月
革
命
に
お
い
て
、
ま
た
東
大
や
京
大
の
大
学
紛
争
に
お
い
て
、
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
、〞
チ
ェ
〝・
ゲ
ヴ
ァ
ラ
、
毛
沢

東
の
肖
像
や
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
に
も
注
意
を
促
す
。

堀
田
は
、
先
進
国
に
お
け
る
第
三
世
界
へ
の
関
心
が
、
先
進
国
内
部
の
「
現
体
制
」
と
「
既
成
反
対
勢
力
に
対
す
る
失
望
」
に
根
ざ
し

て
い
る
こ
と
を
喝
破
し
つ
つ
も（「
先
進
国
は
自
分
の
う
ち
に
、
精
神
的
道
徳
的
衝
迫
を
見
出
す
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」（
第
九
巻
五
六
四
頁
））、
ま
た
多
く
の
第
三
世
界
の
実
情
が
先
進
国
に
お
け
る
理
想
か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
つ
つ
も（「
第
三
世
界
の
独
立
と
解
放
と
い
う
美
名
は
美
名
と
し
て
も
、
軍
部
ク
ー
デ
タ
ー
が
あ
る
ご
と
に
、
権
力
は
次
第
に
旧
植
民

地
時
代
の
宗
主
国
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
る
に
近
い
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
独
立
と
解
放
の
叫
び
は
名
目
だ
け
と
い
っ
た
こ
と

に
な
り
つ
つ
あ
る
」（
第
九
巻
四
六
四
頁
））、「
小
国
」
お
よ
び
第
三
世
界
が
、「
大
国
」
お
よ
び
資
本
主
義
・
社
会
主
義
の
両
体
制
に
対
し

て
異
議
申
し
立
て
を
行
い
、
後
者
を
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
問
い
直
す
歴
史
の
流
れ
に
、
歴
史
的
な
必
然
性
と
正
統
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
点

は
『
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
』
全
体
の
中
心
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
。

「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
は
、
一
九
六
九
年
に
筑
摩
書
房
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
』
の
表
題
作
で
あ
る
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が
、
同
書
に
は
、「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
の
ほ
か
、「
第
三
世
界
の
栄
光
と
悲
惨
に
つ

45
）

い
て
」
と
「
エ
ル
ネ
ス
ト
・〞
チ
ェ
〝・
ゲ

ヴ
ァ
ラ
と
現
代
世
界
｜

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

46
）

前
途
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
堀
田
は
同
書
の
「
は
じ
め
に
」
に
お
い
て
、「
こ
れ

ら
の
三
つ
の
文
章
は
、
そ
れ
ぞ
れ
相
互
に
関
連
し
て
一
つ
の
環
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
一
緒
に
お
さ
め
た
」
と
述
べ
て

い
る
（
第
九
巻
四
四
三
頁
）。

「
第
三
世
界
の
栄
光
と
悲
惨
に
つ
い
て
」
は
植
民
地
主
義
批
判
で
あ
る
。
こ
の
評
論
は
、
ラ
ス
・
カ
サ
ス
を
主
題
と
し
つ
つ
、
植
民
地
主

義
に
伴
う
構
造
的
な
暴
力
の
問
題
を
、
デ
ュ
ボ
イ
ス
、
マ
ル
コ
ム
Ｘ
、
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ァ
ノ
ン
な
ど
の
引
用
を
交
え
な
が
ら
論
じ
た
も
の

で

47
）

あ
る
。

「
エ
ル
ネ
ス
ト
・〞
チ
ェ
〝・
ゲ
ヴ
ァ
ラ
と
現
代
世
界
」
で
は
、
今
日
の
世
界
に
お
け
る
第
三
世
界
に
よ
る
資
本
主
義
・
社
会
主
義
両
体
制

に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
動
き
の
持
つ
意
味
、
可
能
性
が
詳
し
く
論
じ
ら
れ
る
。
冒
頭
で
堀
田
は
、
今
日
の
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
問
題
を
「
キ
ュ
ー
バ
か
ら
の
照
射
に
よ
っ
て
」
考
え
た
い
と
述
べ
る
。
か
つ
て
堀
田
は
キ
ュ
ー
バ
革
命
蜂
起
記
念
祝
典
に
招
待
さ
れ
て

キ
ュ
ー
バ
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
体
験
に
基
づ
い
て
一
九
六
六
年
に
『
キ
ュ
ー
バ

48
）

紀
行
』
を
上
梓
し
た
。
同
書
で
描
か
れ
る
人

間
的
な
キ
ュ
ー
バ
像
は
ソ
連
型
の
共
産
主
義
国
家
の
対
極
に
あ
る
。

と
は
い
え
、「
エ
ル
ネ
ス
ト
・〞
チ
ェ
〝・
ゲ
ヴ
ァ
ラ
と
現
代
世
界
」
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
社
会
主
義
国
家
と
し
て
の
キ
ュ
ー
バ
の
現

状
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
評
論
で
は
な
い
。
こ
の
評
論
は
、「
現
代
世
界
の
も
っ
と
も
痛
切
か
つ
大
胆
な
批
判
者
」と
し
て
の
ゲ
ヴ
ァ
ラ
の
二

つ
の
文
章
に
即
し
て
展
開
さ
れ
る
。
一
方
は
、
ゲ
ヴ
ァ
ラ
が
キ
ュ
ー
バ
の
工
業
相
だ
っ
た
一
九
六
五
年
二
月
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
人
民
連
帯
機
構
会
議
第
二
回
経
済
セ
ミ
ナ
ー
で
行
っ
た
演
説
で
あ
り
、
他
方
は
、
ゲ
ヴ
ァ
ラ
が
キ
ュ
ー
バ
を
離

れ
た
後
、
一
九
六
七
年
四
月
に
発
表
さ
れ
た
「
三
大
陸
人
民
連
帯
機
構
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で

49
）

あ
る
。
堀
田
は
、
両
者
に
第
三
世
界
か
ら
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の
資
本
主
義
・
社
会
主
義
の
両
体
制
に
対
す
る
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
問
い
か
け
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

前
者
に
お
い
て
、
ゲ
ヴ
ァ
ラ
は
、
帝
国
主
義
国
の
富
が
低
開
発
国
の
搾
取
を
土
台
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
、
低
開
発
国
は
帝
国
主

義
国
の
新
植
民
地
主
義
的
な
介
入
に
よ
っ
て
独
立
後
も
政
治
的
・
経
済
的
困
難
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
鋭
く
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
ゲ

ヴ
ァ
ラ
は
低
開
発
国
と
社
会
主
義
国
が
連
帯
し
て
帝
国
主
義
と
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
こ
の
主
張
は
、
低
開
発
国
で
あ
り
社

会
主
義
国
で
あ
る
キ
ュ
ー
バ
の
立
場
に
立
つ
限
り
当
然
だ
ろ
う
が
、
堀
田
は
、
ゲ
ヴ
ァ
ラ
が
中
ソ
に
代
表
さ
れ
る
社
会
主
義
国
と
低
開
発

国
の
間
に
矛
盾
や
利
害
対
立
を
認
め
て
い
る
点
に
注
意
を
促
す
。

堀
田
に
よ
れ
ば
、
ゲ
ヴ
ァ
ラ
は
現
代
社
会
に
お
け
る
資
本
主
義
諸
国
、
社
会
主
義
諸
国
、
低
開
発
諸
国
の
三
派
鼎
立
状
態
を
ふ
ま
え
た

上
で
、「
社
会
主
義
諸
国
は
、
西
側
の
搾
取
国
家
と
の
暗
黙
の
共
犯
関
係
を
解
消
す
る
道
徳
的
義
務
を
負
っ
て
い
る
」（
第
九
巻
六
一
一
頁
）、

「
解
放
の
道
を
歩
み
始
め
た
諸
国
の
開
発
は
社
会
主
義
諸
国
の
犠﹅
牲﹅
を﹅
求﹅
め﹅
て﹅
い﹅
る﹅
」（
第
九
巻
六
〇
九
頁
、
傍
点
堀
田
）
と
主
張
す
る
。

ゲ
ヴ
ァ
ラ
の
言
う
社
会
主
義
国
の
「
義
務
」、「
犠
牲
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
社
会
主
義
国
が
先
進
国
が
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
る
世
界
市
場

の
論
理
を
相
対
化
し
、
低
開
発
国
と
の
取
引
に
お
い
て
低
開
発
国
の
「
開
発
が
可
能
に
な
る
よ
う
な
」
価
格
を
認
め
る
こ
と
、
低
開
発
国

の
技
術
開
発
の
た
め
に
技
術
教
育
機
関
の
設
置
や
技
術
者
の
派
遣
な
ど
の
援
助
を
行
う
こ
と
、
ひ
い
て
は
資
本
主
義
的
な
世
界
市
場
に
対

抗
し
て
、
新
興
国
を
帝
国
主
義
の
政
治
的
・
経
済
的
支
配
か
ら
解
放
す
る
よ
う
な
「
一
大
ブ
ロ
ッ
ク
」
を
形
成
す
る
こ
と
な
ど
を
指
す
。

堀
田
は
、
こ
の
よ
う
な
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
際
主
義
」
が
、
対
立
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
「
中
ソ
双
方
に
対
す
る
烈
し
い
、
い
わ
ば
必
死

の
警
告
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
注
意
を
促
す
（
第
九
巻
六
〇
八
頁
）。
ゲ
ヴ
ァ
ラ
は
、
抗
争
を
続
け
る
中
ソ
の
間
に
も
は
や
「
団
結
す

べ
き
理
由
」
が
な
い
と
し
て
も
、「
共
通
の
敵
」
で
あ
る
帝
国
主
義
者
に
対
し
て
は
団
結
す
る
義
務
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
堀
田
は
、
同
様

の
主
張
を
ゲ
ヴ
ァ
ラ
の
「
三
大
陸
人
民
連
帯
機
構
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
か
ら
も
読
み
取
っ
て
い
る
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で
、
ゲ
ヴ
ァ
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ラ
は
ベ
ト
ナ
ム
が
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
孤
独
な
闘
い
を
続
け
て
い
る
傍
ら
で
中
ソ
対
立
（「
社
会
主
義
陣
営
の
二
大
国
の
代
表
の
あ
い
だ

で
、
か
な
り
ま
え
か
ら
始
ま
っ
た
悪
罵
と
か
け
ひ
き
の
争
い
」（
第
九
巻
六
一
九
頁
））
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
「
罪
」
を
告
発
し
、

「
敵
」
に
対
す
る
「
団
結
の
必
要
」
を
主
張
す
る
。

つ
ま
り
、
ゲ
ヴ
ァ
ラ
は
キ
ュ
ー
バ
に
代
表
さ
れ
る
低
開
発
国
の
視
点
に
依
り
な
が
ら
、
社
会
主
義
の
あ
る
べ
き
方
向
を
見
据
え
つ
つ
、

社
会
主
義
国
と
低
開
発
国
が
広
く
団
結
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
こ
の
呼
び
か
け
は
、
既
存
の
国
家
体
制
を
自
明
視
し
、
あ
る
い

は
近
視
眼
的
な
国
益
や
体
面
に
囚
わ
れ
て
大
局
を
見
失
っ
て
い
る
社
会
主
義
諸
諸
国
の
現
状
と
、
そ
の
結
果
生
じ
た
中
ソ
対
立
に
対
す
る

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
堀
田
は
、
こ
の
よ
う
な
ゲ
ヴ
ァ
ラ
の
考
え
方
に
、「
後
進
国
、
低
開
発
国
の
側
に
こ
そ
、

現
代
世
界
が
も
つ
べ
き
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
道
徳
が
存
し
て
い
る
」（
第
九
巻
六
一
三
頁
）と
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
取
り
、
深
い
共
感
を

示
す
。

も
ち
ろ
ん
、
堀
田
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
、
第
三
世
界
あ
る
い
は
「
小
国
」
に
社
会
変
革
の
可
能
性
を
見
よ
う
と
す
る
姿

勢
は
決
し
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
は
と
も
か
く
と

50
）

し
て
、
ソ
連
型
の
社
会
主
義
を
批
判
し
、
チ
ェ
コ
、
キ
ュ
ー
バ
の
社
会

主
義
に
可
能
性
を
見
出
し
、
ア
メ
リ
カ
と
闘
う
ベ
ト
ナ
ム
を
支
持
す
る
こ
と
は
、
六
〇
年
代
末
の
左
派
知
識
人
に
共
通
の
考
え
方
で
さ
え

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
堀
田
に
関
す
る
限
り
、
こ
う
し
た
立
場
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議
の
運
動
に
関
わ
る
中
で
、
内
発
的
に
導
き
出
さ

れ
た
も
の
だ
。

一
九
五
〇
年
代
に
始
ま
っ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
は
、
共
産
主
義
陣
営
と
第
三
世
界
の
連
帯
を
通
じ
て
進
め
ら
れ
て

き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
当
時
、
第
三
世
界
の
解
放
運
動
全
体
に

お
い
て
、
ソ
連
を
中
心
と
す
る
共
産
主
義
国
が
第
三
世
界
の
解
放
運
動
を
支
援
し
、
第
三
世
界
の
側
も
共
産
主
義
陣
営
に
強
い
親
近
感
を

― ―93

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



抱
く
と
い
う
構
図
が
見
ら
れ
た（
も
ち
ろ
ん
、
第
三
世
界
の
一
部
の
国
は
共
産
主
義
国
だ
っ
た
）。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
ソ
連
と
中
国

が
ベ
ト
ナ
ム
を
支
援
し
た
よ
う
に
、
こ
の
構
図
は
六
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
も
存
続
し
て
い
た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
本
格
化
し
た
中
ソ

論
争
に
よ
っ
て
綻
び
を
見
せ
つ
つ
あ
っ
た
。
他
方
で
、
チ
ェ
コ
事
件
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
後
す
で
に
低
下
し
て
い

た
ソ
連
の
評
判
を
い
っ
そ
う
低
下
さ
せ
、
中
ソ
論
争
と
相
俟
っ
て
共
産
主
義
内
部
の
分
裂
を
明
る
み
に
出
し
た
。
第
三
世
界
と
共
産
主
義

陣
営
を
取
り
巻
く
こ
う
し
た
歴
史
の
流
れ
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
本
稿
で
詳
し
く

論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。

「
堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
（
１
）
｜

第
三
世
界
と
の
出
会
い
」
で
論
じ
た
よ
う
に
、
堀
田
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

作
家
会
議
に
集
う
共
産
主
義
諸
国
と
第
三
世
界
諸
国
の
間
に
「
後
進
国
」
と
し
て
の
共
通
点
を
見
出
し
、
両
者
の
連
帯
を
自
然
な
も
の
と

み
な
し
つ
つ
、
共
産
主
義
陣
営
お
よ
び
第
三
世
界
の
帝
国
主
義
か
ら
の
解
放
と
主
体
的
な
国
家
形
成
を
支
援
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
ソ
対

立
と
チ
ェ
コ
事
件
は
共
産
主
義
陣
営
の
二
大
国
へ
の
幻
滅
を
も
た
ら
し
、
国
家
の
介
在
の
下
で
進
め
ら
れ
る
文
学
運
動
の
困
難
を
痛
感
さ

せ
た
と
思
わ
れ
る
。
堀
田
は
そ
の
過
程
で
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
キ
ュ
ー
バ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
よ
る
闘
い
、
異
議
申
し
立
て
の
動
き
に

一
筋
の
光
を
見
出
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
堀
田
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
な
く
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
中

ソ
の
分
裂
後
は
ソ
連
を
中
心
と
し
て
再
建
さ
れ
た
運
動
に
コ
ミ
ッ
ト
し
続
け
た
。
堀
田
は
、
限
界
を
知
り
つ
つ
も
、
既
存
の
運
動
の
中
で

可
能
な
批
判
や
問
題
提
起
を
行
い
、
同
時
に
全
面
的
に
国
家
を
代
表
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
生
身
の
作
家
た
ち
と
の
間
に
信
頼
関
係
、

友
情
を
育
ん
だ
。
五
〇
年
代
半
ば
か
ら
六
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
第
三
世
界
の
解
放
運
動
に
つ
い
て
の
堀
田
の
見
解
は
部
分
的
に
変
化

あ
る
い
は
成
熟
し
た
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
に
粘
り
強
く
コ
ミ
ッ
ト
す
る
姿
勢
は
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
の
開
催
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時
か
ら
決
し
て
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

五

ま
と
め

「
政
治
と
文
学
」
論
争
に
お
い
て
、『
近
代
文
学
』
派
は
か
つ
て
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
け
る
政
治
主
義
を
批
判
し
て
文
学
の

自
立
性
を
主
張
し
た
。『
近
代
文
学
』派
は
文
学
が
政
治
運
動
と
一
体
化
し
て
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
道
具
と
な
る
こ
と
、
文
学
の
価
値

が
政
治
的
な
観
点
か
ら
測
ら
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
主
張
が
左
翼
的
な
政
治
的
立
場
へ
の
共
感
と
没
政
治
的
な
文

学
に
対
す
る
批
判
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
は
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
戦
後
派（
と
言
っ
て
も
、
も
ち
ろ
ん
一
枚
岩
で
は
な
い
が
）

全
体
に
視
野
を
拡
大
す
れ
ば
、「
政
治
と
文
学
」を
め
ぐ
る
彼
ら
の
問
題
提
起
に
は
政
治
主
義
批
判
と
文
学
主
義
批
判
の
双
方
が
含
ま
れ
て

い
た
。『
近
代
文
学
』の
創
刊
時
の
同
人
は
左
翼
運
動
や
マ
ル
ク
ス
主
義
に
強
い
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
左
翼
文
学
運
動
の
政

治
主
義
批
判
に
力
を
注
い
だ
。
他
方
で
左
翼
運
動
や
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
少
な
く
、『
近
代
文
学
』創
刊
時
の
同
人
よ
り

若
い
世
代
に
属
し
て
い
た
加
藤
周
一
な
ど
は
、
敗
戦
直
後
に
痛
烈
な
文
学
主
義
批
判
を
展
開

51
）

し
た
。
堀
田
は
世
代
的
に
も
立
場
的
に
も
加

藤
と
近
か
っ
た
が
、
一
九
四
六
年
ま
で
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
堀
田
の
デ
ビ
ュ
ー
は
相
対
的
に
遅
く
、
敗
戦
直
後
に
加
藤
の
よ
う
な
仕
方

で
論
客
と
し
て
頭
角
を
現
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
文
学
主
義
批
判
は
堀
田
に
と
っ
て
終
生
の
思
想
的
テ
ー
マ
と

52
）

な
っ
た
。

さ
て
、
堀
田
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
に
関
わ
る
中
で
「
政
治
と
文
学
」
の
問
題
に
直
面
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
堀
田
の

こ
の
問
題
へ
の
関
わ
り
は
「
政
治
と
文
学
」
論
争
に
お
け
る
『
近
代
文
学
』
派
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
そ
も
そ
も
、
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
は
第
三
世
界
各
地
で
植
民
地
独
立
闘
争
が
進
行
し
て
い
る
た
だ
中
に
お
い
て
第
三
世
界
の
解
放
・
連
帯
を
推
進
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す
る
目
的
で
組
織
さ
れ
、
会
の
設
立
・
運
営
に
は
国
家
や
政
党
が
深
く
関
わ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
は
文
化
団

体
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
は
各
国
の
作
家
、
知
識
人
だ
っ
た
が
、
会
の
活
動
が
政
治
か
ら
自
立
し
て
営
ま
れ
る
可
能
性
は
あ
り
得
な
か
っ

た
。
ま
た
、
中
ソ
対
立
に
よ
る
分
裂
以
前
は
文
学
運
動
と
し
て
の
目
立
っ
た
成
果
を
上
げ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
よ

53
）

う
だ
。

と
は
い
え
、
こ
れ
を
単
な
る
組
織
の
体
質
の
問
題
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
少
な
く
と
も
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の

設
立
当
初
、
多
く
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
作
家
業
が
自
立
し
た
職
業
と
し
て
成
り
立
ち
が
た
い
状
況
も
あ

54
）

っ
た
。
堀
田
は
、
ソ

連
の
作
家
の
間
に
見
ら
れ
る
「
文
学
主
義
」
が
、
構
成
国
の
中
で
は
例
外
に
属
す
る
ソ
連
の
作
家
の
恵
ま
れ
た
状
況
に
依
存
す
る
こ
と
、

ソ
連
の
作
家
が
そ
の
こ
と
に
無
自
覚
で
あ
る
こ
と
を
鋭
く
指
摘
し
て

55
）

い
る
。
と
も
あ
れ
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
に
参
加
す
る
以

上
、
堀
田
を
含
む
日
本
の
作
家
た
ち
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
政
治
的
理
念
と
こ
の
組
織
が
政
治
の
道
具
な
い
し
回
路
と
し

て
の
役
割
を
担
う
こ
と
を
受
け
入
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
結
果
的
に
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
は
国
家
や
党
の
論
理
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
ら
れ
、
中
ソ
対
立
に
よ
っ
て
六
〇
年

代
半
ば
に
分
裂
し
た
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
に
お
け
る
中
ソ
対
立
と
は
大
国
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
よ
る
文
化
団
体
の
政
治
的
引
き

回
し
に
ほ
か
な
ら
ず
、
会
の
分
裂
に
よ
っ
て
第
三
世
界
諸
国
間
の
連
帯
を
弱
め
た
こ
と
は
政
治
的
に
見
て
も
大
き
な
損
失
だ
っ
た
。
中
ソ

対
立
を
め
ぐ
る
堀
田
や
リ
エ
ゾ
ン
コ
ミ
ッ
テ
ィ
に
集
っ
た
日
本
の
作
家
た
ち
の
姿
勢
は
、
全
体
と
し
て
、
党
派
対
立
に
歯
止
め
を
か
け
会

の
統
一
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
以
来
の
古
参
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
堀
田
は
、
運
動
の
場
に

露
骨
な
政
治
の
言
葉
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
抑
制
し
、
構
成
国
、
構
成
員
間
の
対
立
を
緩
和
す
べ
く
尽
力
し
た
。
も
ち
ろ
ん
堀
田
の
力

に
よ
っ
て
会
の
分
裂
を
阻
止
し
得
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で
な
く
、
ま
た
類
い
希
な
忍
耐
力
と
柔
軟
性
を
備
え
て
い

た
堀
田
は
諸
国
間
の
調
整
役
と
し
て
適
任
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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さ
て
、
ソ
連
派
を
中
心
に
組
織
が
再
建
さ
れ
た
後
の
一
九
六
八
年
に
、
堀
田
は
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
招
待
さ
れ
た
。
ほ
ぼ
同
時
期
に

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
民
主
化
運
動
に
対
す
る
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
の
介
入
が
生
じ
、
堀
田
は
、
こ
の
事
件
を
め
ぐ
る
参
加
者
の
態
度
、

言
動
を
観
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
記
念
集
会
へ
の
招
待
に
応
じ
た
。
堀
田
は
、
国
家
権
力
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
ソ
連

の
作
家
た
ち
の
事
情
を
十
二
分
に
理
解
し
つ
つ
も
、
彼
ら
彼
女
ら
か
ら
自
立
し
た
作
家
と
し
て
の
言
葉
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
。
ま
た
記

念
集
会
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
で
は
、
中
ソ
対
立
と
そ
の
帰
結
と
し
て
の
会
の
分
裂
に
詳
し
く
言
及
し
、
チ
ェ
コ
事
件
に
つ
い
て
も
暗
に
触

れ
な
が
ら
、
今
は
一
〇
周
年
を
祝
福
す
る
状
況
に
な
い
と
さ
え
述
べ
た
。
記
念
集
会
に
お
い
て
堀
田
が
示
し
た
さ
さ
や
か
な
が
ら
勇
気
あ

る
抵
抗
の
姿
勢
に
は
、
民
主
化
運
動
を
軍
事
的
に
弾
圧
し
た
ソ
連
お
よ
び
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
軍
に
対
す
る
批
判
の
み
で
な
く
、
文
学
運
動

の
政
治
（
国
家
）
へ
の
従
属
、
ま
た
そ
れ
を
前
提
と
す
る
文
学
へ
の
立
て
籠
も
り
に
対
す
る
批
判
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
〇
周
年
記
念
集
会
へ
の
参
加
後
に
堀
田
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
ほ
か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
訪
問
し
た
。
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
い
て
、
堀
田
は
軍
事
介
入
に
抵
抗
し
つ
つ
継
続
さ
れ
る
民
主
化
運
動
の
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
同
時
に
堀
田
は
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
が
古
く
か
ら
ロ
シ
ア
や
周
辺
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
圧
迫
さ
れ
て
き
た
歴
史
を
持
ち
、
そ
の
歴
史
的
条
件
の
下
で

抵
抗
の
精
神
を
培
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
た
。
そ
の
上
で
、
堀
田
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
社
会
主
義
を
ソ
連
型

社
会
主
義
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
、「
大
国
」
に
対
す
る
「
小
国
」
の
そ
れ
と
し
て
肯
定
的
に
意
味
づ
け
た
。
同
時
に
堀
田
は
、
こ
の
チ
ェ
コ
ス

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
動
き
を
、
ア
メ
リ
カ
と
戦
う
ベ
ト
ナ
ム
や
第
三
世
界
の
立
場
か
ら
独
自
の
問
題
提
起
を
行
う
キ
ュ
ー
バ
の
動
き
と
関
連
づ

け
な
が
ら
、
国
際
社
会
の
中
で
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
立
場
に
お
か
れ
た
「
小
国
」
や
第
三
世
界
が
現
代
世
界
に
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
提
起
す
る

状
況
に
大
き
な
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
。こ
の
堀
田
の
視
点
は
当
時
の
知
識
人
の
間
で
例
外
的
な
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

共
産
主
義
陣
営
に
お
け
る
二
大
国
間
の
対
立
で
あ
っ
た
中
ソ
対
立
に
翻
弄
さ
れ
た
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
運
動
に
関
わ
る
中
で
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培
わ
れ
た
点
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

＊
本
稿
で
は
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
堀
田
善
衞
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
多
数
の
未
公
開
資
料
を
紹
介
・
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

資
料
の
公
開
を
ご
快
諾
下
さ
っ
た
、
堀
田
善
衛
氏
の
著
作
権
継
承
者
で
あ
る
堀
田
百
合
子
様
、
中
野
重
治
氏
の
著
作
権
継
承
者
で
あ
る

目
卯
女
様
、
野
間
宏
氏
の
著
作
権
継
承
者
で
あ
る
五
十
嵐
桂
様
の
ご
厚
意
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
資
料
の
閲
覧
お
よ
び

公
開
に
つ
い
て
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
の
職
員
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注
１
）
『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
一
四
四
号
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
。

２
）

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、
栗
原
幸
夫
「
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
作
家
運
動
小
史
」『
歴
史
の
道
標
か
ら
』
れ
ん
が
書
房
新
社
、
一

九
八
九
年
（
初
出
は
、『
新
日
本
文
学
』
一
九
七
三
年
八
月
号
、『
季
刊
ａ
ａ
ｌ
ａ
』
第
二
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
、『
信
濃
毎
日
新
聞
』
一
九
八
九
年
一
月

九
、
一
〇
日
号
）
お
よ
び
天
野
恵
一
、
水
島
た
か
し
、
田
波
亜
央
江
に
よ
る
栗
原
幸
夫
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、「
Ａ
Ａ
作
家
運
動
の
軌
跡
」『
未
来
形
の
過
去

か
ら
｜

無
党
の
運
動
論
に
向
っ
て
』
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
を
参
照
。

３
）
『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
一
九
六
九
年
一
月
一
九
日
号
か
ら
六
月
一
五
日
号
ま
で
連
載
さ
れ
た
後
（
休
載
あ
り
）、『
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
』
筑
摩
書

房
、
一
九
六
九
年
に
収
録
さ
れ
た
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
九
巻
所
収
。
な
お
、
本
稿
に
お
け
る
堀
田
善
衞
の
著
作
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
『
堀
田
善
衞
全

集
』
全
一
六
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
｜
九
四
年
に
依
拠
す
る
。
引
用
を
行
う
際
は
、
本
文
中
に
巻
数
、
頁
数
を
記
載
す
る
。

４
）

中
ソ
対
立
に
つ
い
て
は
、
菊
池
昌
典
ほ
か
『
中
ソ
対
立
｜

そ
の
基
盤
・
歴
史
・
理
論
』
有
斐
閣
、
一
九
七
六
年
、
山
極
晃
・
毛
里
和
子
編
『
現
代
中
国

と
ソ
連
』
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九
八
七
年
、
毛
里
和
子
『
中
国
と
ソ
連
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
な
ど
を
参
照
。

５
）

前
掲
栗
原「
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
作
家
運
動
小
史
」、
一
三
三
頁
。
栗
原
に
よ
る
と
、
解
任
さ
れ
た
企
画
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
は
、
大
江
健
三
郎
、
竹
内
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実
、
開
高
健
、
栗
原
幸
夫
ら
で
あ
っ
た
。

６
）

前
掲
「
Ａ
Ａ
作
家
運
動
の
軌
跡
」、
二
一
三
頁
。

７
）
『
会
報
』
第
五
号
、
一
九
六
六
年
四
月
二
〇
日
、
一
頁
。
霜
多
正
次
・
窪
田
精
・
津
田
孝
に
よ
る
座
談
会
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
と
ベ
ト
ナ
ム
人

民
支
援
の
た
た
か
い
」『
文
化
評
論
』第
六
〇
号
、
一
九
六
六
年
一
〇
月
に
よ
る
と
、
緊
急
大
会
の
開
催
に
反
対
し
た
国
は
、
ソ
連
、
イ
ン
ド
、
ア
ラ
ブ
連
合

の
三
ヵ
国
で
あ
る
。

８
）

前
掲
霜
田
・
窪
田
・
津
田
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
と
ベ
ト
ナ
ム
人
民
支
援
の
た
た
か
い
」。
実
際
に
は
、
緊
急
大
会
は
七
月
六
日
か
ら
七
月
九
日

ま
で
行
わ
れ
た
。

９
）
『
会
報
』
第
六
号
、
一
九
六
六
年
六
月
二
一
日
、
一
頁
。

10
）

前
掲
栗
原
「
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
作
家
運
動
小
史
」。
日
本
代
表
団
の
人
数
は
、
前
掲
霜
田
・
窪
田
・
津
田
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
と
ベ
ト
ナ
ム

人
民
支
援
の
た
た
か
い
」
に
よ
る
。

11
）

前
掲
霜
田
・
窪
田
・
津
田
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
と
ベ
ト
ナ
ム
人
民
支
援
の
た
た
か
い
」。

12
）

竹
内
泰
宏
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
七
年
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
七
三
年
八
月
号
。
長
谷
川
四
郎
に
よ
る
と
、
長
谷
川
は
ソ
連
作
家
同
盟
が
主

催
し
た
バ
ク
ー
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
支
援
の
た
め
の
緊
急
集
会
（
一
九
六
六
年
八
月
三
〇
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
開
催
）
に
出
席
し
た
際
、
第
三
回
大
会
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
た
。
長
谷
川
は
帰
国
後
、
こ
の
件
を
当
時
新
日
本
文
学
会
の
事
務
局
長
で
あ
っ
た
武
井
昭
夫
に
報
告
し
、
武
井
が
堀
田
、
野
間
宏
、
木

下
順
二
に
相
談
し
て
「
ソ
ビ
エ
ト
側
の
提
案
を
受
け
い
れ
る
こ
と
」
を
決
定
し
た
。
長
谷
川
四
郎
「
堀
田
善
衞
」『
堀
田
善
衞
全
集
第
七
巻
・
月
報
八
』
筑
摩

書
房
、
一
九
七
五
年
一
一
月
。

13
）

前
掲
竹
内
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
の
七
年
」。

14
）

準
備
会
議
に
つ
い
て
は
、
竹
内
泰
宏
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
カ
イ
ロ
準
備
会
議
の
報
告
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
六
七
年
三
月
号
参
照
。

15
）

第
三
回
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
代
表
団
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
ベ
イ
ル
ー
ト
大
会
報
告
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
六
七
年
七
月
号
参
照
。

16
）

同
、
一
一
〇
頁
。

17
）

長
谷
川
四
郎
「
日
本
代
表
団
の
演
説
｜

付
・
ベ
イ
ル
ー
ト
雑
感
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
六
七
年
七
月
号
、
一
二
八
頁
。

18
）

前
掲
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
ベ
イ
ル
ー
ト
大
会
報
告
」、
一
一
三
頁
。
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19
）

針
生
一
郎
は
第
三
回
大
会
を
め
ぐ
る
座
談
会
（
針
生
の
ほ
か
、
北
村
美
憲
、
鈴
木
道
彦
、
竹
内
泰
宏
、
長
谷
川
四
郎
、
江
川
卓
が
参
加
）
に
お
い
て
、
第

三
回
大
会
で
は
、
ソ
連
よ
り
ア
ラ
ブ
連
合
の
方
が
反
中
国
的
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。「
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ベ
ト
ナ
ム
・
日
本
｜

ベ
イ
ル
ー
ト
大
会
日
本
代

表
座
談
会
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
六
七
年
七
月
号
。

20
）

前
掲
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
ベ
イ
ル
ー
ト
大
会
報
告
」、
一
二
二
頁
。

21
）
『
ち
く
ま
』
一
九
八
〇
年
一
〇
月
号
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
。

22
）
『
展
望
』
一
九
六
五
年
一
月
号
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
。

23
）
『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
六
年
七
月
二
六
日
夕
刊
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
。

24
）
『
ち
く
ま
』
一
九
八
〇
年
八
月
号
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
。

25
）

神
奈
川
近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
の
一
〇
周
年
記
念
集
会
の
ス
ピ
ー
チ
の
草
稿
（
英
文
）
に
よ
る
。
な
お
、
同
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ス
ピ
ー

チ
の
草
稿
は
二
種
類
あ
る
が
、
本
稿
で
は
よ
り
完
成
稿
に
近
い
と
判
断
さ
れ
た
草
稿
に
依
拠
す
る
。

26
）
『
週
刊
読
書
人
』
一
九
六
二
年
四
月
一
六
日
号
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
。

27
）

前
掲
「
我
慢
に
つ
い
て
」。

28
）

一
九
六
五
年
七
月
一
〇
付
け
の
野
間
宏
あ
て
の
手
紙
に
事
務
長
辞
任
の
意
向
が
記
さ
れ
て
い
る
（
神
奈
川
近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衛
文
庫
所
蔵
）。

29
）

三
頁
。

30
）
『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
。
こ
の
文
書
は
、
一
九
六
七
年
二
月
二
〇
日
の
消
印
の
あ
る
中
野
重
治
あ
て
の
書
簡
に
も
同
封
さ
れ
て
い
る
（
神
奈
川

近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
）。
堀
田
は
中
野
に
あ
て
て
、「
は
じ
め
に
先
生
と
木
下
順
二
に
送
り
ま
し
た
。
御
意
見
を
え
て
、
他
の
委
員
諸
氏
に
送

る
つ
も
り
で
す
。」
と
書
い
て
い
る
。

31
）

注
三
〇
参
照
。

32
）

神
奈
川
近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
の
「
第
三
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
ノ
ー
ト
」
に
よ
る
。

33
）

一
九
六
七
年
四
月
二
八
日
付
け
。
神
奈
川
近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
。

34
）

一
九
六
七
年
三
月
一
七
日
付
け
で
モ
ス
ク
ワ
か
ら
中
野
重
治
に
あ
て
て
送
ら
れ
た
書
簡
に
よ
る
。
神
奈
川
近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
。

35
）

本
章
は
、
断
り
書
き
の
な
い
場
合
は
「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」（
注
三
参
照
）
に
よ
る
。
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36
）
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
と
チ
ェ
コ
事
件
に
つ
い
て
は
、
木
戸

『
東
欧
の
政
治
と
国
際
関
係
』
有
斐
閣
、
一
九
八
二
年
（
第
四
章
）、
佐
瀬
昌
盛
『
チ
ェ
コ
悔
恨

史
｜

か
く
て
戦
車
が
や
っ
て
き
た
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
八
三
年
、
平
田
重
明
『
埋
も
れ
た
改
革
｜

プ
ラ
ハ
の
春
の
社
会
主
義
』
大
月
書
店
、
一

九
八
四
年
、
林
忠
行
『
粛
正
の
嵐
と
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
｜

チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
四
〇
年
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
な
ど
を
参
照
。

37
）

一
〇
周
年
記
念
集
会
に
は
、
堀
田
の
ほ
か
に
新
日
本
文
学
会
（
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
）
か
ら
菊
池
章
一
が
参
加
し
た
。
菊
池
「
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
の
薔
薇
｜

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
の
報
告
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
六
九
年
一
月
号
。

38
）

財
団
法
人
神
奈
川
文
学
振
興
会
・
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
編
『
堀
田
善
衞
展
｜

ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
が
描
く
乱
世
。』
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
・
財
団
法
人
神

奈
川
文
学
振
興
会
、
二
〇
〇
八
年
所
収
。

39
）
『
世
界
』
一
九
六
八
年
一
〇
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
ア
ピ
ー
ル
「
チ
ェ
コ
事
件
に
つ
い
て
世
界
の
知
識
人
に
訴
え
る
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。『
世
界
』
一
九

六
八
年
一
一
月
号
、
一
二
月
号
に
は
、「
世
界
の
知
識
人
は
応
え
る
｜

日
本
の
知
識
人
の
ア
ピ
ー
ル
へ
の
回
答
」と
し
て
、
右
の
ア
ピ
ー
ル
に
対
す
る
各
国

の
知
識
人
の
返
信
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

40
）

一
九
六
八
年
一
〇
月
一
五
日
付
け
。
神
奈
川
近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
。

41
）
「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
対
す
る
同
情
に
つ
い
て
」『
マ
イ
ウ
ェ
イ

M
y W

a
y

』
一
九
六
九
年
六
月
号
（
全
集
未
収
録
）。

42
）

注
二
五
参
照
。
日
本
語
訳
は
筆
者
に
よ
る
。
な
お
、
訂
正
が
加
え
ら
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
訂
正
後
の
文
章
の
み
を
引
用
す
る
（
訂
正
記
号
や
削
除
さ

れ
た
文
字
、
単
語
な
ど
は
引
用
し
な
い
）。

43
）
「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
で
は
、
堀
田
は
一
〇
周
年
記
念
集
会
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
で
チ
ェ
コ
事
件
に
言
及
し
た
こ
と
を
、「
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ

ア
と
い
う
国
名
は
あ
げ
ず
に
短
い
言
葉
で
言
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
第
九
巻
四
七
〇
頁
）。

44
）

神
奈
川
近
代
文
学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
の
自
筆
原
稿
。
末
尾
に
は
「
一
九
六
八
年
十
二
月
十
五
日

於
ド
ブ
ジ
ー
シ

堀
田
善
衞
」
と
あ
る
。
本
稿

の
原
文
は
英
語
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
堀
田
は
、
こ
の
文
書
の
コ
ピ
ー
を
野
間
宏
あ
て
に
送
っ
た
（
日
付
な
し
、
消
印
は
判
読
不
能
、
神
奈
川
近
代
文

学
館
・
堀
田
善
衞
文
庫
所
蔵
）。
な
お
、「
小
国
の
運
命
・
大
国
の
運
命
」
に
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
作
家
同
盟
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
こ
と
に
つ
い

て
の
言
及
は
な
い
。

45
）

初
出
は
、
堀
田
善
衞
編
・
解
説
『
現
代
人
の
思
想
』
第
一
七
巻
「
民
族
の
独
立
」
平
凡
社
、
一
九
六
八
年
。

46
）

初
出
は
、
堀
田
善
衞
編
『
講
座
・
中
国
』
第
四
巻
「
こ
れ
か
ら
の
中
国
」
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
、
原
題
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
前
途
」。
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47
）
「

第
三
世
界

の
衝
迫
力
」
と
題
さ
れ
た
最
終
章
の
内
容
は
、「
エ
ル
ネ
ス
ト
・〞
チ
ェ
〝・
ゲ
ヴ
ァ
ラ
と
現
代
世
界
｜

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
前
途
」

と
重
複
し
て
い
る
。

48
）

岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
九
巻
所
収
。

49
）

い
ず
れ
も
、『
ゲ
バ
ラ
選
集
』
第
四
巻
、
青
木
書
店
、
一
九
六
九
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

50
）

新
左
翼
の
知
識
人
、
運
動
家
の
間
に
は
中
国
の
文
化
大
革
命
に
対
す
る
大
き
な
支
持
な
い
し
強
い
期
待
が
存
在
し
た
。
馬
場
公
彦
『
戦
後
日
本
人
の
中
国

像
｜

日
本
敗
戦
か
ら
文
化
大
革
命
・
日
中
復
交
ま
で
』
新
曜
社
、
二
〇
一
〇
年
、
第
四
章

第
五
章
な
ど
。
栗
原
幸
夫
は
、
前
掲
「
Ａ
Ａ
作
家
運
動
の
軌

跡
」
の
中
で
、
中
ソ
論
争
を
当
初
よ
り
中
ソ
間
の
「
パ
ワ
ー
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
と
し
て
批
判
的
に
捉
え
て
い
た
と
回
想
す
る
一
方
で
、
文
化
大
革
命
に
つ

い
て
は
共
感
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
他
方
で
、
堀
田
は
文
革
に
つ
い
て
目
立
っ
た
言
及
を
行
っ
て
い
な
い
。
武
田
泰
淳
と
の
対
談
『
対
話

私
は

も
う
中
国
を
語
ら
な
い
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
に
は
文
革
に
つ
い
て
の
や
や
詳
し
い
言
及
が
あ
る
が
（
八
九
｜
九
八
頁
）、
両
者
の
対
談
の
方
向
性
は

文
革
を
中
国
固
有
の
文
脈
の
中
で
理
解
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
文
革
を
積
極
的
に
評
価
す
る
立
場
に
立
つ
も
の
と
は
言
え
な
い
。

51
）

加
藤
が
、
中
村
真
一
郎
、
福
永
武
彦
と
共
に
、
雑
誌
『
世
代
』
に
「
カ
メ
ラ
・
ア
イ
ズ
」
の
タ
イ
ト
ル
の
下
で
連
載
し
、『
１
９
４
６
・
文
学
的
考
察
』
真

善
美
社
、
一
九
四
七
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
一
連
の
評
論
を
参
照
。
後
に
、「
星
菫
派
」
を
め
ぐ
る
加
藤
の
評
論
を
め
ぐ
っ
て
、『
近
代
文
学
』
の
荒
正
人
や
本

多
秋
五
と
の
間
に
「
星
菫
派
論
争
」
と
呼
ば
れ
る
論
争
が
生
じ
た
（
臼
井
吉
見
『
戦
後
文
学
論
争
』
上
巻
、
番
町
書
房
、
一
九
七
二
年
参
照
）。

52
）

他
方
で
堀
田
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
前
後
の
中
国
で
内
戦
を
目
の
当
た
り
に
し
た
体
験
に
基
づ
い
て
、
政
治
主
義
に
対
し
て
も
独
自
の
批
判
的
視
点

を
維
持
し
続
け
た
。

53
）

竹
内
泰
宏
は
、
第
三
回
大
会
の
準
備
会
議
に
の
ぞ
ん
だ
新
日
本
文
学
会
（
リ
エ
ゾ
ン
オ
フ
ィ
ス
）
が
、「
Ａ
Ａ
作
家
会
議
は
、
過
去
何
回
か
の
大
会
の
努
力

と
成
果
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
文
学
的
な
実
質
活
動
（
翻
訳
の
交
換
や
、
文
学
運
動
の
相
互
紹
介
）
に
よ
っ
て
会
議
を
充
実
し
、
本
来
あ
る
べ
き
作
家
会
議

に
す
る
と
い
う
点
で
は
、
な
お
欠
け
て
い
る
。
ぜ
ひ
と
も
作
家
会
議
に
ふ
さ
わ
し
い
実
質
的
な
内
容
を
獲
得
し
て
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
文
学
・
文

化
・
人
民
と
の
交
流
と
、
文
学
的
創
造
に
よ
っ
て
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。
前
掲
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
作
家
会
議
の
七
年
」、
二
二
頁
。

54
）

た
と
え
ば
、
堀
田
は
、
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
の
分
科
会
「
作
家
と
そ
の
職
業
」
に
参
加
し
た
際
、
最
初
に
登
壇
し
た
ソ
連
の
シ
ー
モ
ノ
フ
が
職
業
と

し
て
の
作
家
業
と
は
無
関
係
な
詩
の
技
法
に
つ
い
て
話
し
た
こ
と
、
ソ
連
に
お
け
る
書
籍
の
膨
大
な
発
行
部
数
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ソ
連
に
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堀
田
善
衞
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
作
家
会
議
（
２
）



は
職
業
と
し
て
の
作
家
の
困
難
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
露
呈
し
、大
半
の
出
席
者
を
驚
か
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。「
第
一
回
ア
ジ
ア
作
家
会
議
に
出
席
し
て
」

『
サ
ン
ケ
イ
』
一
九
五
七
年
一
月
一
二
日
号
。『
堀
田
善
衞
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
。

55
）

前
掲
「
我
慢
に
つ
い
て
」
や
、
堀
田
善
衞
・
三
宅
艶
子
・
武
田
泰
淳
・
竹
内
実
に
よ
る
座
談
会
「
世
界
文
明
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
｜

第
二
回
Ａ
・
Ａ

作
家
会
議
の
問
題
点
」『
新
日
本
文
学
』
一
九
六
二
年
五
月
号
に
お
け
る
堀
田
の
発
言
（
七
五
｜
七
六
頁
）
な
ど
を
参
照
。

― ―103

北
大
文
学
研
究
科
紀
要


